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市役所の組織が変わります

○総合政策部
　自治基本条例の制定を踏まえ、
市民協働による「まちづくり」
に特化した「市民協働推進課」
を新設するとともに、人権関連
の支援や啓発に関する業務を集
約し、業務の一元化を図ります。

　新庁舎を見据え、市民に分かり
やすく効率的な組織体制の構築を
図るため、平成27年4月から組織
を見直します。
　主な変更内容をお知らせします。

○市民生活部
　生活安全課を「安全安心課」
に課名変更し、危機管理体制の
充実強化を図るとともに、人権・
市民生活関連業務を総合政策部
に新設する「市民協働推進課」
へ移管します。

○健康福祉部
　市民サービスの効率
性及び利便性を図るた
め、後期高齢者医療業
務（現社会福祉課）を
市民生活部市民課へ移
管します。

平成27年4月1日からの主な業務（9部局29課室） ※朱書が名称変更や業務内容が移管になったものです。

○総合政策部
総合政策課

政策立案
情報化政策
秘書広報
公共施設等総合管理計画

市民協働推進課
市民活動支援・自治基本条例
自治会・コミュニティ・ＮＰＯ
人権・男女共同参画
国際交流等

新庁舎準備室
新庁舎建設

○総務部
総務人事課

文書管理
人事給与管理
職員福利厚生
情報公開
公有財産等管理

財政課
予算編成
起債・交付税等
公有財産等の取得処分

契約検査課
工事管理・検査
入札契約執行

税務課
市民税等賦課
固定資産税等賦課
市民税等の徴収・収納
滞納整理・処分

○産業振興部
農政課

農業振興
地産地消推進
認定農業者育成
土地改良、農村総合整備

商工観光課
商工振興
道の駅しもつけ関連
観光・ブランド推進

農業委員会事務局
農業委員会運営
農業経営支援対策
農地転用・売買・賃借
農業者年金

○建設水道部
建設課

市道・河川維持管理
道路、橋梁、河川の新設・改良
地籍調査

都市計画課
都市計画事業
公園の維持管理・整備

区画整理課
仮換地指定・移転補償
区画整理事業の工事施工

水道課
水道事業会計・水道料金
水道施設建設・維持管理
給水装置工事の受付・検査

下水道課
下水道使用料
下水道施設建設・維持管理
排水施設工事の受付・検査

○市民生活部
安全安心課

危機管理
消費者行政
消防・交通・防犯
デマンドバス

市民課
窓口業務（石橋・南河内窓口）
住民異動・戸籍
国民健康保険給付
国民年金
後期高齢者医療

環境課
環境政策
墓地
公害
ごみ処理・廃棄物処理

○健康福祉部

福
祉
事
務
所

社会福祉課
地域福祉・障がい福祉
医療費助成
生活保護

こども福祉課
子育て支援業務・児童手当
保育園、幼稚園業務

高齢福祉課
高齢者福祉
介護保険
地域包括支援センター関連

健康増進課
健康診断・健康相談
乳幼児健診、予防接種
不妊治療・妊娠届等

○会計管理者
会計課

市税決算の調整
公金運用
現金出納管理

○議会事務局
議事課

市議会関係業務
議事調査

○行政委員会事務局
選挙管理委員会
固定資産評価審査委員会
公平委員会
監査委員

○教育委員会
教育総務課

教育委員会
学校適正配置推進
学校施設整備、維持管理
学校給食

学校教育課
学校教育指導
教育相談
特別支援教育

生涯学習文化課
生涯学習の推進
社会教育振興
女性・成人・人権教育
公民館・図書館
文化財保存整備、文化振興

スポーツ振興課
生涯スポーツの普及振興
社会体育施設維持管理運営
スポーツ活動拠点整備

○議会事務局
○会計管理者
○行政委員会事務局

※現行体制と変更あり
ません。

○産業振興部
　地籍調査業務（現農
政課）を建設水道部建
設課へ移管し、組織を
スリム化するとともに
農業行政の充実を図り
ます。

○建設水道部
　公共事業進捗の効率
化を図るため、地籍調
査業務（現農政課）及
び法定外公共物関連業
務（現管財課）を建設
水道部建設課へ移管し
ます。

○総務部
　管財課を「契約検査課」に課
名変更し、工事検査等の強化を
図るとともに、全庁的な財産管
理事務を総務課に統合し、総務
課を「総務人事課」に課名変更
します。

○教育委員会事務局
　生涯学習課と文化課を整理統
合し「生涯学習文化課」に課名
変更し、文化財保存整備や文化
振興業務など文化部門の業務推
進の効率化を図ります。

市役所の組織が変わります

完成予定の新庁舎イメージ
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自治基本条例
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広域連携
広域化する行政課題に対して、近隣及びその
他の市町村、県や国との連携について規定し
ています。

　多様化する行政需要や、広域化する行政課
題など、本市だけでは解決できない問題に対
応するため、近隣や県内だけでなく、県外の
市町村や栃木県、国と協力し、適切な役割分
担の下に、連携・協力することが重要です。

自治基本条例の見直し
　目的の達成状況や社会経済情勢に応じた検証を行い、必要に応じて見直すこと
が必要です。
　条例の施行後5年を越えない期間ごとに検証し、その際には市民参画を得るこ
とを定めています。条例の検討に当たっては、市民参画により進めてきたことから、この条例の検証、見
直しなどを行う際も、広く市民の意見を反映させるよう、基本原則である市民参画により取り組むことと
しています。

■「らいさま」をご覧になりましたか？■
　らいさまは、地域のまちづくりを身近な事例を紹介し、自治
基本条例とのつながりを解説するなど自治基本条例の情報紙と
して編集したものです。条例で規定する市民（市内に住む人+市
内に勤務する人+市内の高校・大学で学ぶ人+市内の事業者）を
はじめとして、多くの方々が手に取っていただき、まちづくり
について考え、行動するきっかけとなっていただければ幸いです。

自治基本条例は、市の最高規範ですが、常に社
会情勢や市民生活の変化を配慮して、状況に
あった見直しを行わなければなりません。

国内交流
広域連携に留まらず、歴史や文化などを共
有する他市町村との国内交流を規定してい
ます。

　災害等の緊急時には、近隣市町村だけで
は対応できない事態も想定されることか
ら、遠距離の市町村との間で、歴史、文化
等による交流だけでなく、相互支援協定を
結ぶなど、積極的に連携・協力することが
必要です。

　下野市では、香川県高松市と「歴史文化
交流協定」、「災害時における相互支援協定」
を締結し、交流を行っています。

国際交流
市民の国際交流活動に関する市の支援等を規定しています。

　市民が日常生活における様々な分野での国際交流活動に
努めることを規定しています。また、市民だけでは積極的
に推進することが難しい国際交流活動については、市が支
援し、市民の国際交流活動の経験をまちづくりに活かせる
よう努めます。
　国際交流を身近な外交と捉えるなど、国籍や言語、文化、
生活習慣などの違いを認め、尊重し共存できる多文化共生
社会の視点に立った国際感覚豊かなまちづくりを市民と市
が共に推進することが必要です。

第36条第37条

第35条

第38条

市内公共施設で配付しています

Shimotsuke
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栃木県議会議員選挙

下野市で投票することができる人

　平成7年4月13日以前に生まれた方で、平
成27年1月2日までに転入の届出をし、下野
市に引き続き住んでいる方。（ただし、投票
する前に県外へ転出した方は投票すること
ができません。）

■ 平成27年1月3日以降に、栃木県内の他市
町から市内に転入の届出をした方
　これまで住んでいた市町の選挙人名簿に登
録されていれば前住所地で投票することがで
きます。（この場合、住所移転は市町を単位と
して1回に限り、市町の発行する「県内に引き
続き住所を有する証明書」（無料）が必要にな
ります。）なお、栃木県外の市区町村から転入
された方は投票できません。

投票所入場券

　投票所などを記載した投票所入場券は4月3
日に発送します。
　投票所入場券は、選挙があることをお知ら
せすることと、投票所での受付をスムーズに
行うためのものです。
　郵便事情等により入場券が届いていない場
合やなくしてしまったときでも、選挙人名簿
に登録されていれば投票はできますので、投
票所の係員に申し出てください。

期日前投票をご利用ください

　投票日（4月12日）に、仕事やレジャーなど
の予定があり、投票できないと見込まれる方
は、期日前投票をご利用ください。
■期日前投票期間・時間
　4月4日㈯～ 11日㈯の毎日
　　午前8時30分～午後8時
■期日前投票所
　・国分寺公民館
　・石橋庁舎（駐車場内プレハブ室）
　・南河内公民館
※ 期日前投票は上記の3施設どこでも投票できま
すが、投票日当日は、投票所入場券に記載され
た投票所での投票になります。

※ 入場券がお手元に届いている方はお持ちくだ
さい。
※ 期日前投票にお越しの際は、予め、入場券裏
面の「期日前投票宣誓書兼請求書」欄に記入
してお持ちいただくと、受付が早く済みます。

選挙公報を配布します

　候補者の政見等を知っていただくため、新
聞折り込みにより各世帯へ配布します。（4月9
日頃予定）
　選挙公報は、次の施設にも備え付けますの
でご覧ください。
市役所各庁舎、市公民館、市図書館、生涯
学習センター、ゆうゆう館、きらら館、ふ
れあい館、市内郵便局及び金融機関の各窓口、
市内コンビニエンスストア（一部）

※ 新聞未購読の方はご連絡ください。郵送によ
りお送りします。

不在者投票

■ 病院、老人ホーム等の指定施設での不在者
投票

　都道府県の選挙管理委員会から指定を受け
ている病院、老人ホーム等に入院または入所
している方は、その施設内で投票することが
できますので、施設管理者に申し出てください。
■郵便による不在者投票
　一定基準以上の障がいや要介護区分に該当
する方は、郵便により投票することができます。
　投票には、あらかじめ「郵便投票証明書」
の交付を受けることが必要となりますので、
お早めにお問い合わせください。
■他の市区町村での不在者投票
　旅行や出張などにより、滞在先の選挙管理
委員会で不在者投票をされる方は、郵便での
手続が必要ですので、お早めにお問い合わせ
ください。

代理投票・点字投票

　病気やけがなどで、自分で候補者の氏名を
書くことができない方や、目が不自由で点字
投票を希望される方は、投票所の係員に申し
出てください。（ご本人に投票所までお越しい
ただくことが必要です。）

開　　票

■日時　4月12日㈰　午後8時50分から
■会場　石橋体育センター
※ 投票や開票状況については、随時、市ホーム
ページ等でお知らせします。

栃
木
県
議
会
議
員
選
挙 

４
月
12
日
㈰
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栃木県議会議員選挙

当日投票所一覧

　投票日当日（4月12日）の投票所は、次の一
覧のとおりです。投票所入場券が届きました
ら、必ず開封し、記載されている投票所名を
ご確認ください。
　また、投票日（4月12日）には、入場券に記
載されている投票所へ、時間に余裕をもって
お越しください。
　なお、各投票所の地図（案内図）は、市ホー
ムページまたは市携帯サイトで確認すること
ができます。

投票区 投票所名

第1 薬師寺小学校体育館

第2 南河内公民館

第3 祇園小学校体育館

第4 南河内東公民館

第5 吉田西小学校体育館

第6 南河内第二中学校ミーティングルーム

第7 グリーンタウンコミュニティセンター

第8 緑小学校体育館

第9 石橋庁舎（駐車場内プレハブ室）

第10 石橋小学校多目的室（給食室隣り）

第11 古山小学校体育館

第12 児山館

第13 石橋北小学校（プレイルーム）

第14 細谷小学校（西校舎会議室）

第15 石橋商工会館

第16 国分寺駅西児童館

第17 国分寺小学校体育館

第18 国分寺公民館

第19 国分寺西小学校体育館

第20 こども通園センター「けやき」
（国分寺図書館隣り）

第21 コミュニティセンター友愛館

第22 医大前コミュニティセンター

投票立会人を募集しています！

　有権者の方々が選挙を身近に感じ、気軽に
投票できる投票所づくりを目指し、県議会議
員選挙における「投票立会人」を募集してい
ます。
■投票立会人とは？
　投票所において、投票が公平に正しく行わ
れているかをチェックするため、投票に立ち
会っていただく方です。
■応募資格
　下野市在住の有権者（下野市選挙人名簿に
登録されている方）
■勤務日時・場所
　4月12日㈰午前6時30分から午後8時30分頃ま
で、ご自分の投票区の投票所での勤務
■報酬等
　報酬（10,700円）、昼夕にお弁当を用意します。
■募集人数
　各投票区　2名
■応募方法・締切
　3月16日㈪までに、電話、Ｅメール、または
市ホームページから住所・氏名・生年月日・
電話番号・所属政党の有無をお知らせくださ
い。（応募多数の場合は未経験者を優先し、抽
選とします。）
※応募者は、「投票立会人候補者名簿」に登録
し、今後行われる各種選挙において投票立会
をお願いする場合があります。
■応募・問い合わせ先
　下野市選挙管理委員会
　☎（40）5562
　 gyousei@city.shimotsuke.lg.jp

みんなで投票。みんなで参加。
あなたの一票大切に

■問い合わせ先　下野市選挙管理委員会　☎0285（40）5562
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と
し
て
成
人
式
の
運
営
に
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
印
象
深
い
成
人

式
と
な
り
ま
し
た
。

▼ 

成
人
式
と
い
う
一
生
に
1
日
し
か
な
い
日

に
、
い
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
人
の
な
か
で
生
き
て
い
る
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼ 

謝
辞
を
書
く
こ
と
で
、
成
人
す
る
喜
び
と

と
も
に
責
任
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

実
行
委
員
か
ら
ひ
と
こ
と

　

１
月
11
日
、
下
野
市
成
人

式
が
市
内
３
会
場
で
開
催
さ

れ
、
総
勢
５
４
０
人
の
若
者

が
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
艶
や
か
な
振

袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身

を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が
、

大
人
に
な
っ
た
喜
び
と
懐
か

し
い
友
人
た
ち
と
の
再
会
に

明
る
い
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が

ら
、
人
生
の
節
目
と
な
る
大

切
な
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
こ
れ

か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

成人おめでとうございます
新たな
   門出を
祝いました

Shimotsuke
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■
石
橋
地
区

▼ 

成
人
に
な
っ
た
と
い
う
責
任
を
自
覚
す
る

い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

▼ 

母
校
で
あ
る
石
橋
中
を
代
表
し
て
謝
辞
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、

壇
上
で
市
長
か
ら
激
励
の
言
葉
を
か
け
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

▼ 

一
生
に
一
度
の
成
人
式
で
、
旧
友
と
運
営

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

■
国
分
寺
地
区

▼ 

ひ
と
り
の
大
人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
両
親
、
恩
師
、
友
人
、
周
り

の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

し
っ
か
り
と
自
分
を
見
つ
め
、
一
層
の
努

力
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼ 

た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
力
添
え
の
も
と
、

無
事
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
節
目
の
日
を
機
に
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼ 

壇
上
か
ら
恩
師
や
同
窓
生
の
姿
を
見
て
安

心
し
て
挨
拶
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼ 

20
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
日
々
の
生
活
に
気
を
配
り
、
目
標

に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

▼ 

今
後
は
自
ら
が
支
え
て
い
け
る
立
場
と
な

る
よ
う
に
、
常
に
意
識
し
な
が
ら
生
活
を

送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実行委員のみなさん　国分寺地区 石橋地区 南河内地区

祝

Shimotsuke
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　12月20日、下野市国内交流協会主催による『スポー
ツ交流事業』が亘理町で開催されました。
　この事業は、スポーツ活動を通じ両市町の友好関係
を深めるとともに、青少年へ災害・防災への関心を高
めることを目的として開催されました。第１回として
南河内サッカースポーツ少年団を派遣し、亘理町の荒
浜ジュニオールＦＣ少年団とのサッカー交流試合が行
われました。亘理運動場で行われた試合では、両チー
ムとも日ごろの練習の成果を存分に発揮し、互角の戦
いが繰り広げられました。

　試合後は、亘理町で活動している「震災語り部の会
ワッタリ」による被災地視察に参加し、震災により同
町民の300名以上の尊い命が失われた被災状況や現在の
復興状況をDVDや写真により説明をいただいたあと、
被害の大きかった荒浜地区や海岸沿いに建設された防
潮堤等を視察しました。
　また、12月26日には、参加した選手たちが、下野市
役所を訪問し市長に事業報告を行い、「友達ができた」

「被害のすごさを感じた」など、試合の感想や現地を見
た感想を述べました。市長は「見て感じてきたことを
忘れないで、ほかの友達にも伝えてほしい」と震災を
風化させないようお願いしました。

S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

百歳おめでとうございます

　清水春治さん（大正4年1月生）が百歳を迎えら
れ、市長より祝詞とお祝いの品を贈呈しました。
　清水さんは定年後、笹川良一氏の健康体操の免
許を取得し、公民館講座で教えていました。また、
思川によく釣りに出かけていたそうです。現在も
とても健康で病院にかかることもなく、食事もお
いしくいただけるそうです。
　いつまでもお元気でお過ごしください。

市長と中学生が特別授業

　1月15日、国分寺中学校において、立志を迎え
る中学生（2年生）178人を対象に、市長が特別授
業を行いました。
　授業では生徒が市長に質問。「旧庁舎はどうす
るのか?」「市長の仕事は?」「市民は市を良くする
ためにどうすれば良いか」など、市の将来や市長
の業務についてなど、疑問を率直に声にしました。
　参加した生徒は「普段市長となかなか会える機
会がない。聞いた話を今後に生かしたい。」と貴
重な体験を喜んだ様子でした。
　この取組みは市内4中学校で行われます。

現地を見て肌で感じた
亘理町とスポーツ交流

Shimotsuke
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

　1月23日、国分寺公民館で職業能力開発促進法に基づく技能検定で1級
を合格された技能労働者の表彰式を行いました。
　受賞者は次のとおりです。 （敬称略）

技能検定合格者
表彰式が行われました

栃木県自治会連合会自治振興
功労者表彰を受賞しました

　1月16日、茂木町の「ツインリ
ンクもてぎ」にて開催された栃
木県自治会連合会会長研修大会
において、栄町四丁目2区自治会
長吉葉武夫氏が栃木県自治会連
合会自治振興功労者表彰を受賞
しました。
　自治振興功労者表彰は10年以
上自治会長に在職され、自治会
の育成や活動促進に貢献された
方の永年の功績を称え、表彰す
るものです。これからも地域の
リーダーとしてご活躍ください。
おめでとうございました。

○
１
級
さ
く
井

　

富
永　

秀
雄
（
薬
師
寺
）

○
１
級
機
械
加
工
・
１
級
放
電
加
工

　

福
田　

雅
彦
（
上
古
山
）

○
１
級
機
械
加
工

　

水
嶋　

尚
人
（
下
石
橋
）

　

前
田　

一
八
（
中
大
領
）

　

橋
本　

純
貴
（
駅
東
）

○
１
級
機
械
検
査

　

神
長　

秀
幸
（
柴
）

○
１
級
機
械
保
全

　

梁
島　

和
大
（
下
古
山
）

　

小
林　

康
仁
（
下
古
山
）

　

澤
口　

達
也
（
下
石
橋
）

○
１
級
防
水
施
工

　

新
井　

裕
介
（
烏
ケ
森
）

○
１
級
金
属
熱
処
理

　

茂
呂　

将
幸
（
文
教
）

　

五
月
女　

義
勝
（
柴
）

○
１
級
建
築
板
金

　

永
吉　

敏
之
（
薬
師
寺
）

下野市歌の「歌詞」が決定しました
　

平
成
27
年
度
に
市
制
施
行
10
年

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
市
民
の

一
体
感
と
ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
か
ら

も
親
し
ま
れ
、市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
市
歌
の
制

定
を
す
る
た
め
歌
詞
の
公
募
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
市
内
外
か
ら
総

数
１
０
２
件
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

有
識
者
等
に
よ
る
「
下
野
市
市

歌
制
定
委
員
会
」
を
数
回
に
わ
た

り
開
催
し
、
選
考
を
行
っ
た
結
果
、

次
の
方
々
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

・
最
優
秀
賞　

保
岡　

直
樹
さ
ん

（
東
京
都
）

・
優
秀
賞　
　

齋
藤　

昌
枝
さ
ん

（
下
野
市
）

　
　
　
　
　
　

南　

ま
す
子
さ
ん

（
滋
賀
県
）

・
佳
作　
　
　

松
井　

乾
さ
ん

（
滋
賀
県
）

　
　
　
　
　
　

朝
倉　

修
さ
ん

（
北
海
道
）

　

市
歌
制
定
委
員
会
の
報
告
を
受

け
、
最
優
秀
賞
作
品
を
下
野
市
市

歌
の
歌
詞
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

歌
詞
に
は
、
専
門
家
に
よ
る
曲

が
付
け
ら
れ
、
平
成
28
年
3
月
に

発
表
す
る
予
定
で
す
。

○
１
級
工
場
板
金

　

田
代　

勇
（
石
橋
）

○
１
級
仕
上
げ

　

田
中　

竜
太
（
仁
良
川
）

　

鈴
木　

圭
介
（
花
の
木
）

○
１
級
ダ
イ
カ
ス
ト

　

田
上　

康
博
（
駅
東
）

○
１
級
電
気
機
器
組
立
て

　

館
野　

紘
樹
（
仁
良
川
）

○
１
級
建
設
機
械
整
備

　

寺
内　

匠
（
下
石
橋
）

　

森
戸　

悠
輔
（
川
中
子
）

　

小
池　

卓
（
花
の
木
）

　

神
戸　

英
明
（
小
金
井
）

　

柳
谷　

薫
（
小
金
井
）

○
１
級
塗
装

　

大
橋　

誠
（
東
前
原
）

　

木
伏　

隆
行
（
下
古
山
）

　

新
島　

政
洋
（
下
古
山
）

Shimotsuke
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育
児
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
利
用
券
が
新
し
い
制
度
に

対
象
を
３
歳
未
満
ま
で
拡
大
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
４

　

市
で
は
、
１
歳
未
満
の
在
宅
乳
児

を
養
育
す
る
保
護
者
の
方
が
、
美
容

室
な
ど
で
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
冠
婚

葬
祭
等
の
た
め
に
乳
児
を
一
時
的
に

預
け
た
い
と
き
に
保
育
園
を
利
用
で

き
る
、「
育
児
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
利

用
券
」を
12
時
間
分
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
利
用
券
は
、
昨
年
度
実
施
し

た
「
子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ
調
査
」
に

お
い
て
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
利
用
対
象

年
齢
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
育

児
マ
マ
・
パ
パ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
利
用

券
」
と
名
称
を
変
更
の
う
え
、
利
用

対
象
年
齢
を
３
歳
未
満
ま
で
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
36
時
間
分
発
行
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

新
利
用
券
は
、
平
成
27
年
４
月
以

降
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
が
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
平

成
27
年
３
月
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
に

も
経
過
措
置
と
し
て
一
定
時
間
数
の

利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。

育児ママリフレッシュ利用券が新しい制度

次のように制度が変わります！

平成27年3月31日以前に
生まれた乳幼児

平成27年4月1日以降に
生まれた乳幼児

名　称 育児ママリフレッシュ利用券
育児ママ・パパ

リフレッシュ利用券

利用対象者
生後3か月～ 1歳未満の
在宅乳児を養育する
同居の保護者

生後3か月～ 3歳未満の
在宅乳幼児を養育する

同居の保護者

発行時間 12時間分 36時間分
※ 平成24年４月から平成27年３月に生まれた乳幼児については経過措置として一定時間数の利用券を
発行します。詳しくは次頁をご覧ください。

■
対
象
者

　

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
保

育
園
等
（
認
可
外
保
育
施
設
や

児
童
福
祉
施
設
を
含
む
）
に
入

所
し
て
い
な
い
、
生
後
３
か
月

か
ら
３
歳
未
満
の
健
康
な
乳
幼

児
を
養
育
す
る
同
居
の
保
護
者

■
申
請
方
法

　

所
定
の
申
請
書
を
こ
ど
も
福

祉
課
（
石
橋
庁
舎
）
に
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
発
行
し

ま
す
。
印
鑑
が
必
要
で
す
。

・  

郵
送
に
よ
る
申
請
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

・  

市
民
課
窓
口
（
国
分
寺
・
南

河
内
・
石
橋
）
で
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

■
申
請
書

　

下
野
市
役
所
に
出
生
届
を
提

出
し
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
申

請
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。
こ
ど

も
福
祉
課
に
も
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

育
児
マ
マ
・
パ
パ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
利
用
券

■
利
用
方
法

①
予
約

　

利
用
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

希
望
す
る
保
育
園
へ
直
接
電
話

を
し
て
予
約
を
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

②
乳
幼
児
の
面
接

　

保
育
園
へ
育
児
マ
マ
・
パ
パ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
利
用
決
定

通
知
書
を
提
示
し
、
面
接
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

③
利
用
当
日

　

利
用
開
始
時
に
、
利
用
券
の

提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。
利
用

券
を
お
忘
れ
に
な
る
と
、
各
保

育
園
の
規
定
料
金
が
か
か
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
利
用
上
の
注
意
点

・  

利
用
時
間
は
１
回
に
つ
き
最

長
４
時
間
で
す
。

・  

乳
幼
児
の
体
調
が
す
ぐ
れ
な

い
時
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・  

保
育
園
に
よ
り
、
お
や
つ
や

ミ
ル
ク
等
の
料
金
が
別
途
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
保
育
園
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・  

下
野
市
か
ら
転
出
し
た
場
合

は
、
利
用
券
を
こ
ど
も
福
祉

課
へ
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

・  

利
用
券
の
譲
渡
は
で
き
ま
せ

ん
。

新
制
度

Shimotsuke
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平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に
出

生
し
た
在
宅
乳
幼
児
の
場
合
は
、

現
行
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
１
歳
未
満
ま
で
有
効
の
現

行
利
用
券
が
12
時
間
分
発
行
さ

れ
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
27
年
４
月
以
降

に
出
生
し
た
在
宅
乳
幼
児
に
は

新
制
度
が
適
用
さ
れ
、
３
歳
未

満
ま
で
有
効
の
新
利
用
券
が
36

時
間
分
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
経
過
措
置
と
し

て
、
平
成
27
年
４
月
１
日
時
点

で
３
歳
未
満
の
在
宅
乳
幼
児
の

場
合
、
下
表
の
と
お
り
、
生
ま

れ
た
年
月
に
応
じ
て
３
歳
未
満

ま
で
有
効
の
新
利
用
券
を
発
行

し
ま
す
。
た
だ
し
、
乳
幼
児
が

保
育
園
等
（
認
可
外
保
育
施
設

や
児
童
福
祉
施
設
を
含
む
）
に

入
所
し
て
い
る
場
合
は
発
行
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

該
当
す
る
乳
幼
児
を
在
宅
で

養
育
し
て
い
る
方
は
、
次
の
と

お
り
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。

■
申
請
書

　

こ
ど
も
福
祉
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
利
用
方
法
と

　

利
用
上
の
注
意
点

・  

前
頁
に
記
載
の
新
制
度
の
利

用
方
法
・
利
用
上
の
注
意
点

と
同
じ
で
す
。

・  

追
加
発
行
利
用
券
は
平
成
27

年
４
月
１
日
よ
り
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
３
月

中
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。）。

■
現
行
制
度
利
用
券
と

　

新
制
度
利
用
券
と
の
関
係

・  

現
行
制
度
利
用
券
の
有
効
期

限
は
、
１
歳
未
満
ま
で
で
す
。

・  

現
行
制
度
利
用
券
と
新
制
度

■
追
加
発
行
の
対
象
者

　

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
保

育
園
等
（
認
可
外
保
育
施
設
や

児
童
福
祉
施
設
を
含
む
）
に
入

所
し
て
い
な
い
、
平
成
27
年
４

月
１
日
時
点
で
３
歳
未
満
の
健

康
な
乳
幼
児
を
養
育
す
る
同
居

の
保
護
者

■
受
付
開
始
日

　

平
成
27
年
３
月
２
日
㈪
〜

■
申
請
方
法

　

前
頁
記
載
の
新
制
度
の
申
請

方
法
と
同
じ
で
す
。

利
用
券
の
交
換
は
で
き
ま
せ

ん
。

・  

現
行
制
度
で
利
用
し
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
要
件
を
満
た

せ
ば
、
新
制
度
の
利
用
券
を

発
行
し
ま
す
。

育児ママリフレッシュ利用券が新しい制度

育
児
マ
マ
・
パ
パ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
利
用
券

平
成
24
年
4
月
〜
平
成
27
年
3
月
の
間
に

出
生
し
た
在
宅
乳
幼
児
保
護
者
へ
の
追
加
発
行

育児ママ・パパリフレッシュ利用券での
経過措置（追加発行時間数）一覧表

新利用券の有効期限は、３歳未満
（３歳の誕生日の前日）です。

生れた年月
新利用券の
発行時間数

平成24年4月 1時間分

平成24年5月 2時間分

平成24年6月 3時間分

平成24年7月 4時間分

平成24年8月 5時間分

平成24年9月 6時間分

平成24年10月 7時間分

平成24年11月 8時間分

平成24年12月 9時間分

平成25年1月 10時間分

平成25年2月 11時間分

平成25年3月 12時間分

平成25年4月 13時間分

平成25年5月 14時間分

平成25年6月 15時間分

平成25年7月 16時間分

平成25年8月 17時間分

平成25年9月 18時間分

平成25年10月 19時間分

平成25年11月 20時間分

平成25年12月 21時間分

平成26年1月 22時間分

平成26年2月 23時間分

平成26年3月～
平成27年3月まで

24時間分

利用できる施設
施設名 所在地 電話番号

あおば保育園 薬師寺1584番地6 （４８）５５３０

むつみ保育園 柴769番地25 （３２）６７３３

第二愛泉保育園 柴1403番地12 （４０）１１５５

わかば保育園 下古山3025番地1 （３９）６３０５

経
過
措
置　

３
月
よ
り
受
付
開
始

Shimotsuke
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平成25年度財務諸表

　　新地方公会計制度による
　　　　　平成25年度財務諸表を作成しました
　本市では、民間企業の考え方を取り入れた会計基準で皆
さまに財政状況をお知らせするため、総務省より示された
「総務省方式改訂モデル」を用いて財務諸類4表を作成して
います。
　なお、本紙においては財務4表のうち「貸借対照表（バ
ランスシート）」のみ掲載し、それ以外の財務書類は市の
ホームページに掲載しましたので、そちらをご覧ください。

地方公共団体の決算は、その年度における収入・支出
の状況を表しているのに対し、貸借対照表は今までに
市が建設してきた学校や福祉施設、道路、公園などの
資産【市民の財産】の状況と、そのために将来負担し
なければならない借入金などの負債を把握することが
できます。

普通会計バランスシート

借方（資金の使われ方）
１ 公共資産
①　有形固定資産 888億 9,114万円
　　庁舎、道路、公園、学校、保育園、
　　公民館、体育館などの土地、建物
②　売却可能資産 1億 5,873万円

890億4,987万円Ⓐ
２ 投資等
①　投資及び出資金 １億 8,130万円
②　基金など 75億 4,467万円
③　その他 4億 1,929万円
　　　長期延滞債権など

81億4,526万円
３ 流動資産
①　資　金
　　現金や必要に応じてすぐ使える基金（預金）
　　・財政調整基金 25億 3,311万円
　　・減債基金 32億 1,449万円
　　・歳計現金 12億 1,157万円
②　未収金 1億 937万円

70億6,854万円
●資産合計

1,042億6,367万円Ⓑ（1,031億4,330万円）

貸方（資金調達のされ方）
１ 固定負債
　１年以上先に支払うもの
①　地方債 174億 5,378万円
②　長期未払金 4億 729万円
③　退職手当引当金 34億 2,574万円

212億8,681万円
２ 流動負債
　１年以内に支払うもの
①　翌年度償還予定地方債 22億 5,324万円
②　未払金 8,120万円
③　賞与引当金 5億 1,510万円

28億4,954万円
●負債合計

241億3,635万円Ⓒ（239億3,922万円）
１ 純資産
　すでに負担して、支払いが済んでいる資産
①　国県補助金など 147億 4,445万円
②　一般財源など 653億 8,287万円

●純資産合計
801億2,732万円Ⓓ（792億0,408万円）

●負債・純資産合計
1,042億6,367万円（1,031億4,330万円）

◇バランスシートから分かること◇
　これまで下野市は、1,042億6,367万円Ⓑの資産を形成してきました。そのうち、公共資産（学校・道路・公園など）
の890億4,987万円Ⓐが将来に引き継ぐ資産になります。資産のうち、801億2,732万円Ⓓは、これまでの世代の負担で、
すでに支払いが済んでいます。残りの241億3,635万円Ⓒを将来の世代が負担していくことになります。

・ 資 産 合 計 1,042億6,367万円【市民１人当たり 174万円（172万円）】

（　）内は前年度の金額

・ 負 債 合 計 241億3,635万円【市民１人当たり 40万円（040万円）】
・ 純資産合計 801億2,732万円【市民１人当たり 133万円（132万円）】
※平成26年3月31日現在、住民基本台帳人口　60,039人
　普通会計とは一般会計と仁良川地区土地区画整理事業特別会計の一部を合算したものです。

（平成26年3月31日）

貸借対照表（バランスシート）とは

Shimotsuke
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平成25年度財務諸表

問い合わせ先　　財政課　☎（４０）５５５２

連結バランスシート

借方（資金の使われ方）
1 公共資産
①　有形固定資産 1,389億 9,732万円
②　無形固定資産 195万円
③　売却可能資産 1億 6,640万円

1,391億6,567万円
２ 投資等
①　投資及び出資金 2億 2,130万円
②　貸付金 4,393万円
③　基金など 95億 6,242万円
④　その他 6億 9,910万円
　　長期延滞債権など

105億2,675万円
３ 流動資産
①　資　金 166億 1,277万円
②　未収金 3億 4,645万円
③　販売用不動産 1億 5,331万円
④　その他 10億 2,961万円
⑤　回収不能見込額 △3,349万円

181億　865万円
●資産合計

1,678億　107万円（1,675億2,442万円）

貸方（資金調達のされ方）
１ 固定負債
①　地方債 288億 5,102万円
②　長期未払金 4億 729万円
③　退職手当引当金等 45億 2,699万円

337億8,530万円
２ 流動負債
①　翌年度償還予定地方債 41億 1,866万円
②　未払金 1億 8,171万円
③　賞与引当金 6億 1,565万円
④　その他 1億 5,902万円

50億7,504万円
●負債合計

388億6,034万円（405億6,899万円）
１ 純資産
①　国県補助金など 251億 8,414万円
②　一般財源など 1,037億 5,659万円

●純資産合計
1,289億4,073万円（1,269億5,543万円）

●負債・純資産合計
1,678億　107万円（1,675億2,442万円）

◇連結対象団体◇
水道事業会計 小山広域保健衛生組合
国民健康保険特別会計 県南公設地方卸売市場事務組合
後期高齢者医療特別会計 石橋地区消防組合
介護保険特別会計（保険事業勘定・介護サービス事業勘定） 後期高齢者医療広域連合
区画整理事業特別会計（下古山・石橋駅周辺・仁良川地区） 一般財団法人グリムの里いしばし
公共下水道事業特別会計 公益財団法人下野市農業公社
農業集落排水事業特別会計 社会福祉法人下野市社会福祉協議会
 公益社団法人下野市シルバー人材センター
 株式会社道の駅しもつけ
 一般社団法人下野市観光協会

・ 資 産 合 計 1,678億 107万円【市民１人当たり 279万円（279万円）】

（　）内は前年度の金額

・ 負 債 合 計 388億6,034万円【市民１人当たり 065万円（068万円）】
・ 純資産合計 1,289億4,073万円【市民１人当たり 215万円（211万円）】
※平成26年3月31日現在、住民基本台帳人口　60,039人
　連結バランスシートは普通会計と下記の特別会計及び関係団体を加えたものです。

（平成26年3月31日）
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住
所
を
変
更
す
る
と
き
は
、

転
入
・
転
出
等
の
届
出
が
必
要

で
す
。

　

届
出
の
際
に
必
要
な
書
類
が

な
い
場
合
は
、
手
続
き
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
確
認
の
う
え
、
市
民

課
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
転
出
届
】
（
下
野
市
か
ら
他

市
区
町
村
に
住
所
を
移
す
と

き
）

必
要
な
も
の

・ 

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

・ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お

持
ち
の
方
）

・ 

在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
外
国
人

登
録
証
（
外
国
籍
の
方
）

・ 

印
鑑
（
認
め
印
可
）

・ 

委
任
状
（
代
理
の
方
が
手
続

す
る
と
き
）

・ 

そ
の
他
、
返
納
の
必
要
が
あ

る
も
の
（
印
鑑
登
録
証
、
国
民

健
康
保
険
証
、
各
種
医
療
受
給

者
証
な
ど
）

※
転
出
先
住
所
、
転
出
日
を
ご

春
は

就
職
・
進
学
・
転
勤
の
季
節
で
す

届
出
を
お
忘
れ
な
く

手
当
用
所
得
証
明
書
な
ど

こ
ど
も
医
療
費
助
成
：
お
子
様

の
保
険
証
、
保
護
者
の
預
金
通

帳
な
ど

小
中
学
校
の
転
入
学
：
在
籍
証

明
書
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
分
寺
窓
口

　
　

☎（
40
）５
５
５
７

　

南
河
内
窓
口

　
　

☎（
48
）２
１
１
１

　

石
橋
窓
口

　
　

☎（
52
）１
１
１
１

―
平
日
に
手
続
き
が
で
き
な

い
方
へ
―

市
民
課
窓
口
の
土
日
開
庁
の

お
知
ら
せ

　

住
所
異
動
の
時
期
に
伴
い
、

市
民
課
の
窓
口
を
以
下
の
と
お

り
開
庁
し
ま
す
。
お
仕
事
の
都

合
な
ど
で
平
日
に
手
続
き
が
で

き
な
い
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
部
の
業
務
及
び
他

市
区
町
村
・
関
係
各
課
等
に
照

会
や
確
認
を
必
要
と
す
る
手
続

き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
お
取
扱
い
で

き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
平

確
認
の
う
え
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

転
出
届
を
す
る
と
「
転
出
証

明
書
（
無
料
）」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
こ
の
「
転
出
証
明
書
」

を
添
え
て
、
新
し
い
住
所
地
で

転
入
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
転
入
届
】
転
入
届
（
他
市
区

町
村
か
ら
下
野
市
に
住
所
を
移

す
と
き
）

必
要
な
も
の

・ 

前
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た

「
転
出
証
明
書
」

・ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お

持
ち
の
方
）

・ 

在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
外
国
人

登
録
証
（
外
国
籍
の
方
）

・ 

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

・ 

印
鑑
（
認
め
印
可
）

・ 

委
任
状
（
代
理
の
方
が
手
続

す
る
と
き
）

・ 

そ
の
他
、
該
当
す
る
手
続
に

必
要
な
書
類

例　

児
童
手
当
：
保
護
者
の
健

康
保
険
証
、
預
金
通
帳
、
児
童

日
、
再
度
お
越
し
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
取
り
扱
い
業
務

届
書
の
受
付

・ 

転
入
、
転
出
、
転
居
、
世
帯

変
更
届

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ

る
特
例
転
入
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。

・ 

印
鑑
登
録
（
市
民
カ
ー
ド
の

み
）

・ 

国
民
健
康
保
険
及
び
国
民
年

金
の
取
得
・
喪
失
の
届
出

※
短
期
保
険
証
及
び
資
格
者
証

及
び
各
種
受
給
者
証
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

証
明
書
の
交
付

・ 

住
民
票
の
写
し

・ 

印
鑑
証
明
書

・ 

戸
籍
全
部
・
個
人
事
項
証
明

書
（
戸
籍
謄
本
・
抄
本
）

そ
の
他

・ 

住
所
の
異
動
等
に
関
連
す
る

業
務

（
児
童
手
当
認
定
請
求
、
各
種

医
療
助
成
申
請
な
ど
）

○
取
扱
い
で
き
な
い
業
務

・ 

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
関
係
業
務
（
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付
な
ど
）

・ 

パ
ス
ポ
ー
ト
関
係
業
務
（
申

請
・
交
付
な
ど
）

・ 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
業

務・ 

住
居
表
示
の
届
出

・ 

住
居
表
示
地
区
（
大
光
寺
、

花
の
木
、
大
松
山
、
駅
東
）
へ

の
転
入
・
転
居
の
う
ち
住
居
番

号
が
付
番
さ
れ
て
い
な
い
建
物

へ
の
届
出

・ 

区
画
整
理
地
内
（
仁
良
川
）

へ
の
転
入
・
転
居
な
ど
で
地
番

の
確
認
を
要
す
る
も
の

・ 

他
市
区
町
村
や
関
係
各
課
へ

の
確
認
が
必
要
な
業
務

※
ご
不
明
な
点
は
事
前
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
分
寺
窓
口

　

☎（
40
）５
５
５
７

春は就職・進学・転勤の季節です

■
土
日
開
庁
日

・
3
月
28
日
㈯

・
3
月
29
日
㈰

・
4
月
4
日
㈯

・
4
月
5
日
㈰

■
開
庁
時
間

　

午
前
8
時
30
分
か
ら
正
午

■
開
庁
場
所

　

国
分
寺
庁
舎
市
民
課
窓
口

（
石
橋
窓
口
・
南
河
内
窓
口

は
開
庁
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。）

Shimotsuke
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国保＆年金 こんなときにはこんな手続きを！

問い合わせ先　市民課　国保年金グループ　　☎（４０）５５５６

脱退の届出が
遅れると…

加入の届出が
遅れると…

国民健康保険の資格がなくなったのに、抜ける届出が遅れると、ついうっかり国保の保険証
を使って診療を受けてしまうことがあります。この場合は国保が負担した医療費をあとで返
さなければなりません。

国民健康保険・国民年金に加入しなければならないのに、届出が遅れると、保険料（税）を
さかのぼって納めることになります。例えば、４月に国民健康保険・国民年金に加入する資
格があるにもかかわらず１０月に届け出た場合、４月までさかのぼって保険料（税）を納め
ることになります。

《国民健康保険》
こんなとき どうする 届出に必要なもの

他の市区町村から転入したとき
（前住所地で国民健康保険だった場合）

国民健康保険に
加入する

他の市区町村の転出証明書、印鑑

社会保険等勤務先の健康保険を抜けたとき 社会保険等を抜けた日にちのわかる書類（退職証明
書、社会保険資格喪失証明書、離職票など）、印鑑

社会保険等の扶養からはずれたとき 扶養を抜けた日にちのわかる書類（社会保険資格
喪失証明書など）、印鑑

他の市区町村に転出するとき
（下野市で国民健康保険だった場合）

国民健康保険を
抜ける

今まで使用した国民健康保険証、特定健康診査受
診券（新しい受診券が郵送されていて、受診してい
ない場合のみ）、印鑑

社会保険等勤務先の健康保険に加入したとき 今まで使用した国民健康保険証、新しく加入した
職場の健康保険証、印鑑社会保険等の被扶養者になったとき

下野市内で住所がかわったとき 新しい保険証を
受取る

今まで使用した国民健康保険証、印鑑
世帯を分けたり、一緒になったりしたとき 今まで使用した国民健康保険証、印鑑
保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき 再発行の

手続きをする
本人であることを証明するもの（運転免許証な
ど）、印鑑

就学のため、子どもが他市町村へ転出するとき 転出後も下野市の
保険証を使用する
手続きをする

今まで使用した国民健康保険証、在学証明書、印鑑

※手続きは市役所各庁舎市民課窓口にて行います。

《国民年金》
こんなとき どうする 届出先・届出に必要なもの

60歳前に会社などを退職したとき

国民年金（第1号
被保険者）加入の
手続きをする

市役所各庁舎市民課
厚生年金等を抜けた日にちのわかる書類（退職証
明書、社会保険資格喪失証明書、離職票など）、年
金手帳、印鑑

厚生年金に加入している配偶者の扶養からはずれ
たとき

市役所各庁舎市民課
扶養を抜けた日にちのわかる書類（社会保険資格
喪失証明書など）、年金手帳、印鑑

結婚や退職などにより厚生年金に加入している配
偶者の扶養となったとき

国民年金（第3号
被保険者）加入手
続きをする

配偶者の勤務先

年金手帳をなくしたとき 再交付の手続き
をする

第1号被保険者:市役所各庁舎市民課、年金事務所
第3号被保険者:配偶者の勤務先

保険料口座振替を開始・停止・変更するとき 口座振替依頼書
を提出する

金融機関、年金事務所

国保＆年金
　転入・転出や就職など生活がか
わるとき、国民健康保険や国民年
金では以下の手続きが必要です。
忘れずに手続きをしましょう。

こんなときにはこんなときには
　 こんな手続きを!　 こんな手続きを!

―届出は 14日以内に―

Shimotsuke
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宅地公売

区画整理事業地内の宅地公売
　市では、仁良川地区土地区画整理事業地内の宅地（保留地）を公売しています。購入を希望する方は、区
画整理課までお問い合わせください。各区画の面積及び価格は下記のとおりです。

●公売方法： 抽選（受付期間終了後は先着順）
●受付期間： 3月2日㈪～ 3月20日㈮
 午前8時30分～午後5時
 （土日祝日を除く）
●受付場所： 下水道庁舎2階　区画整理課
 （下野市薬師寺1949番地）
●抽 選 日： 3月26日㈭午前10時
●必要書類：  抽選参加申込書、住民票、

納税証明書

※必要に応じて職員が現地を
　ご案内します。

自
治
医
大
駅

上三川高校

南河内中学校

南河内公民館
南河内図書館

自治医大病院

下野市役所
下水道庁舎

薬師寺
小学校

新
4
号
バ
イ
パ
ス

仁良川地区
土地区画整理事業
仁良川地区

土地区画整理事業

※全区画容積率200％、建ぺい率60％
※売買時における仲介手数料は掛かりません。
※各区画の位置図、寸法、外観などの詳細は、市ホームページに掲載しています。

公売保留地一覧

申込方法

番
号

面積
（㎡）

単価
（円／㎡）

価格
（円）

1 367.57 30,300 11,137,000

2 479.50 29,100 13,953,000

3 240.44 35,600 8,559,000

4 312.71 28,800 9,006,000

5 305.35 31,800 9,710,000

6 390.50 25,300 9,879,000

7 323.95 28,000 9,070,000

8 208.92 37,800 7,897,000

9 244.12 36,700 8,959,000

10 213.44 29,900 6,381,000

番
号

面積
（㎡）

単価
（円／㎡）

価格
（円）

11 244.01 37,800 9,223,000

12 416.65 30,000 12,499,000

13 604.36 35,900 21,696,000

14 213.05 36,200 7,712,000

15 258.61 34,400 8,896,000

16 295.32 38,500 11,369,000

17 295.32 37,100 10,956,000

18 267.97 38,500 10,316,000

19 236.80 37,000 8,761,000

■問い合わせ先　区画整理課　☎（48）2115

Shimotsuke
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宅地公売
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ご
存
知
で
す
か
？

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度

　

毎
年
、
納
税
通
知
書
を
発
送
す
る
前
に
、

納
税
者
の
方
に
課
税
台
帳
を
お
見
せ
す
る

期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
４
月
１
日
よ
り

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
、
土
地
及
び

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
こ
の
制

度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
こ
ん
な
方
・
・
・

・ 

自
分
の
固
定
資
産
税
が
い
く
ら
に
な
る

の
か
心
配
で
…

・ 

自
分
の
土
地
・
家
屋
と
他
の
方
の
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
を
比
較
し
て
、
適
正
で
あ

る
か
確
認
し
た
い
…

・ 

土
地
や
家
を
借
り
て
い
る
が
、
そ
の
評

価
額
や
税
額
が
い
く
ら
に
な
っ
て
い
る
の

か
知
り
た
い
…

・ 

今
年
に
な
っ
て
か
ら
土
地
を
取
得
し
た

が
、
そ
の
土
地
が
ど
の
よ
う
な
評
価
を
さ

れ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
…

契
約
書
等
）

　

代
理
人
の
方
は
さ
ら
に
委
任
状
が
必
要

で
す
。

■
手
数
料　

写
し
１
枚
に
つ
き
３
０
０
円

（
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
無
料
。）

市
税
等
の
口
座
振
替
領
収
済
通

知
書
を
廃
止
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
市
税
等
を
口
座
振
替
・
自
動

払
込
で
納
付
さ
れ
た
方
に
送
付
し
て
い
た

「
口
座
振
替
領
収
済
通
知
書
」
を
平
成
27
年

度
よ
り
、
省
資
源
化
の
推
進
や
経
費
削
減

の
観
点
か
ら
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
手
数
で
す
が
、
今
後
は
、
預
貯
金
通
帳

へ
の
記
帳
に
よ
り
口
座
振
替
済
額
を
ご
確

認
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替
領
収
済
通
知

書
に
つ
い
て
は
、
納
税
証
明
書
（
継
続
検

査
用
）
を
兼
ね
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
6
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

■
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

確
定
申
告
に
必
要
な
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
口
座
振
替
額
を
確
認
す
る
書
類
は

1
月
下
旬
に
「
所
得
申
告
参
考
資
料
（
口

座
振
替
分
）」
と
し
て
こ
れ
ま
で
ど
お
り

送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
納
付
額
確
認
書
」（
無
料
）

を
市
民
課
・
税
務
課
窓
口
や
電
話
申
請
に

て
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
を
必
要
経
費
と
し
て
申
告

○
土
地
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

　

縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
自
己
と
他

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
し
、
適

正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

■
縦
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

■
期
間　

４
月
１
日
〜
６
月
１
日
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
対
象
者　

納
税
者
の
方

■
必
要
な
も
の　

納
税
通
知
書
ま
た
は
運

転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
等
、
本
人
の
確

認
が
で
き
る
も
の
。
代
理
人
の
方
は
さ
ら

に
委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
手
数
料　

無
料

○
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

自
己
の
資
産
の
価
格
、
課
税
標
準
額
、

税
額
、
評
価
方
法
等
、
ま
た
、
借
地
人
・

借
家
人
等
の
借
り
て
い
る
土
地
・
家
屋
の

確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

■
期
間　

通
年
※
土
・
日
・
祝
祭
日
、
年

末
年
始
の
休
日
を
除
く
。
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

■
対
象
者　

①
固
定
資
産
の
所
有
者　

②

土
地
を
借
り
て
い
る
人　

③
家
屋
を
借
り

て
い
る
人　

④
固
定
資
産
の
処
分
を
す
る

権
利
を
有
す
る
一
定
の
人

■
必
要
な
も
の

・ 

納
税
通
知
書
ま
た
は
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
等
、本
人
の
確
認
が
で
き
る
も
の
。

・ 

対
象
者
の
①
〜
④
に
該
当
す
る
人
は
、

そ
れ
ら
を
確
認
で
き
る
も
の
。（
賃
貸
借

す
る
場
合
は
、「
納
税
通
知
書
」
や
「
申

告
用
公
課
証
明
書
」（
無
料
）
で
税
額
を

確
認
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
領
収
書
・
納
税
証
明
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
も
市
税
等
を
口
座
振
替
・
自

動
払
込
で
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
領
収
書

は
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
れ
ま

で
送
付
し
て
い
た
「
口
座
振
替
領
収
済
通

知
書
」
は
、
振
替
済
み
の
金
額
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
的
な
納
税
証
明

と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
な
い
も
の
で
す
。

公
的
な
証
明
が
必
要
な
場
合
は
、「
納
税

証
明
書
」（
有
料
）
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
注
意

　

残
高
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
振
替

で
き
な
か
っ
た
方
に
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

口
座
振
替
不
能
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
た

だ
し
、
3
回
連
続
で
振
替
不
能
に
な
っ
た

場
合
は
、
口
座
振
替
登
録
を
廃
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

確
定
申
告
は

3
月
16
日
㈪
ま
で
に
！

　

平
成
26
年
分　

所
得
税
の
確
定
申
告

の
申
告
期
限
は
、
3
月
16
日
㈪
で
す
。

申
告
は
期
限
内
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
日
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

す
と
、
市
会
場
で
は
申
告
相
談
を
承
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

☎（
40
）５
５
５
４

税のお知らせ

税のお知らせ

■問い合わせ先
　税務課　☎（40）5554

Shimotsuke
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○
学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て
の
ご
案
内

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生

で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
に
つ
い

て
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学

生
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
家
族
の
方
の
所

得
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
対
象
と
な
る
人

　

対
象
と
な
る
学
生
と
は
、
大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
、
一

部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る

方
で
、
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
課
程

の
方
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の

学
生
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。（
一
部

対
象
外
の
学
校
が
あ
り
ま
す
。）

の
離
職
票
ま
た
は
受
給
資
格
者
証

◆
追
納
制
度
に
つ
い
て
の
ご
案
内

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
は
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

「
追
納
制
度
」
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以
降
は
、
当

時
の
保
険
料
に
一
定
の
金
額
が
加
算
さ
れ

◆
所
得
の
基
準
額

　

免
除
を
受
け
る
年
度
の
前
年
所
得

　

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×

　

38
万
円
＋
社
会
保
険
料
控
除
等

　

学
生
本
人
の
所
得
が
右
記
以
下
で
あ
れ

ば
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◆
承
認
期
間
と
更
新
手
続
き

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
4
月
か

ら
翌
年
3
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学
予
定
で

あ
る
場
合
、
3
月
下
旬
に
更
新
の
案
内
と

申
請
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
学
生
で
あ
れ
ば
、
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
書
を
紛
失
し
た
場
合
や
、

前
年
度
と
違
う
学
校
に
在
学
し
て
い
る
場

合
は
、
市
民
課
で
申
請
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
申
請
受
付

　

平
成
27
年
度
分（
平
成
27
年
4
月
〜
平

成
28
年
3
月
分
）の
学
生
納
付
特
例
は
、

平
成
27
年
4
月
1
日
㈬
か
ら
受
付
け
と
な

り
ま
す
。

※
右
記
に
よ
り
更
新
手
続
き
を
さ
れ
た
方

は
申
請
不
要
で
す
。

※
平
成
26
年
4
月
よ
り
、
申
請
時
か
ら
2

年
1
か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

申
請
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
未
納
と
な
っ

て
い
る
方
は
早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
先　

各
庁
舎
市
民
課

◆
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
、
印
鑑
、
学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書
、
失
業
し
た
場
合
は
雇
用
保
険

ま
す
。

◆
申
請
先　

各
庁
舎
市
民
課

◆
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
、
印
鑑

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金だより

年
金
ひ
と
く
ち
メ
モ

　

納
付
を
忘
れ
て
い
た
！
？

「
納
付
書
に
書
か
れ
て
い
る
納
付
期
限

を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の

納
付
書
は
も
う
使
え
な
い
の
？
」

　

国
民
年
金
保
険
料
に
は
納
付
期
限

が
あ
り
、
納
付
書
に
は
納
付
期
限
が

通
常
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
納

付
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
で

も
、
納
付
書
を
使
っ
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
い
つ
ま
で
こ
の
納
付
書
を
使
う
こ
と

が
で
き
る
？
」

　

納
付
書
は
、
本
来
の
納
付
期
限
か

ら
２
年
後
ま
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（
例
）
平
成
27
年
３
月
分
の
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
書
は
、
平
成
29
年
４

月
ま
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
納
付
書
に
「
使
用
期
限
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
記
載

さ
れ
て
い
る
日
付
が
納
付
書
で
支
払

い
が
で
き
る
期
限
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納付 学生納付特例
（承認期間） 未納

老齢基礎年金

受給資格期間 ○
入ります

○
入ります

×
入りません

年金額に計算 ○
入ります

×
入りません

×
入りません

障害基礎年金の受給資格期間
遺族基礎年金の受給資格期間

○
入ります

○
入ります

×
入りません
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下
野
市
の
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
「
教
育
の

つ
ど
い
」
が
、
１
月
24
日
、
国
分
寺
公
民

館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

教
育
委
員
会
表
彰
で
は
、
文
化
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
活
躍
さ
れ
た
児
童
・
生

徒
・
一
般
の
方
に
対
す
る
表
彰
と
、
中
学

生
の
善
行
篤
行
表
彰
、
優
れ
た
教
育
実
践

を
行
っ
て
い
る
教
職
員
を
顕
彰
す
る
優
秀

優
良
教
職
員
表
彰
が
行
わ
れ
、
川
口
教
育

委
員
長
職
務
代
理
者
よ
り
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（敬

称
略
）

第
９
回
下
野
市
教
育
の
つ
ど
い
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た

　

三 

ツ
木　

雄
大
（
國
學
院
大
學
栃
木
高
３

年
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

　

須 

田　

萌
生
（
國
學
院
大
學
栃
木
高
３
年
・

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

・
国
分
寺
中
柔
道
部
（
団
体
・
女
子
）

　

荒
井　

未
空　
　

須
藤　

輝
姫

　

小
林　

蒼　
　
　

大
賀　

美
結

■
善
行
篤
行
者

　

君
島　

惇
哉
（
石
橋
中
３
年
）

　

竹
林　

法
華
（
石
橋
中
３
年
）

　

杉
山　

啓
太
（
南
河
内
中
３
年
）

　

中
村　

剛
瑠
（
南
河
内
中
３
年
）

　

ホ 

ー
ハ
イ
ム　

ビ
ー
ト
ル

（
南
河
内
第
二
中
３
年
）

　

赤
澤　

奈
々
美
（
南
河
内
第
二
中
３
年
）

　

川
俣　

陽
平
（
国
分
寺
中
３
年
）

　

小
熊　

結
子
（
国
分
寺
中
３
年
）

■
優
秀
優
良
教
職
員

　

土
田　

礼
巳
（
石
橋
小
教
諭
）

　

三
浦　

と
も
子
（
石
橋
北
小
教
諭
）

　

星
野　

良
子
（
吉
田
東
小
教
諭
）

　

増
渕　

康
弘
（
国
分
寺
小
教
諭
）

　

鈴
木　

み
さ
お
（
国
分
寺
西
小
事
務
長
）

　

檜
山　

雅
夫
（
南
河
内
中
事
務
長
）

　

清
水　

友
晶
（
南
河
内
第
二
中
教
諭
）

　

藤
森　

あ
ゆ
み
（
国
分
寺
中
教
諭
）

■
優
秀
優
良
者

▼
文
化
活
動

　

稲
見　

柚
香
（
石
橋
小
３
年
・
珠
算
）

　

大
塚　

彩
音
（
薬
師
寺
小
５
年
・
料
理
）

　

田
口　

昂
征
（
国
分
寺
東
小
５
年
・
囲
碁
）

　

齋
藤　

葉
南
（
緑
小
４
年
・
作
文
）

　

伊
澤　

寛
和
（
緑
小
６
年
・
作
文
）

　

中 

道　

理
仁

（
南
河
内
第
二
中
３
年
・
英
語
ス
ピ
ー
チ
）

　

花 

園　

葵

（
南
河
内
第
二
中
２
年
・
英
語
弁
論
）

　

川
俣　

伊
織
（
小
山
城
南
高
１
年
・
吹
奏
楽
）

・
国
分
寺
東
小
（
団
体
・
囲
碁
）

　

長
濱　

汐
香　
　

田
口　

昴
征

　

田
口　

心
温

▼
ス
ポ
ー
ツ
活
動

　

岡　

奈
古
（
南
河
内
第
二
中
３
年
・
水
泳
）

　

石
川　

智
啓
（
国
分
寺
中
３
年
・
柔
道
）

　

須
藤　

輝
姫
（
国
分
寺
中
３
年
・
柔
道
）

　

久
保
田　

美
咲
（
国
分
寺
中
２
年
・
柔
道
）

　

大
賀　

美
結
（
国
分
寺
中
２
年
・
柔
道
）

　

太 

田　

光
希
（
宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
校
２

年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

溝 

口　

拓
斗
（
宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高
２

年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

鏑 

木　

大
輔
（
國
學
院
大
學
栃
木
高
３
年
・

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

　

倉 

井　

尚
樹
（
國
學
院
大
學
栃
木
高
３
年
・

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課　

☎（
52
）１
１
１
７

　

表
彰
に
続
い
て
、
今
ま
で
以
上
に
学
校
生
活
を

楽
し
く
、
よ
り
良
く
し
て
い
く
こ
と
を
発
信
し
て

い
く
「
下
野
市
子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

発
表
（
各
四
中
学
校
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
岡
田
裕
子
さ
ん
（
下
野

市
在
住
）
と
篠
原
文
子
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
＆
尺

八
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
は
東
日
本

大
震
災
後
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
を
訪
ね
チ
ャ
リ

テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

体
験
を
生
か
し
「
忘
れ
ら
れ
な
い
、
あ
の
日
の
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
演
奏
を
再
現
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

復
興
支
援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
で
は
、
会
場

内
の
歌
の
輪
も
広
が
り
、
被
災
地
を
忘
れ
な
い
よ

う
、
心
を
ひ
と
つ
に
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第９回下野市教育のつどい
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【
グ
リ
ム
絵
画
展
】

〈
一
般
の
部
〉

グ
リ
ム
大
賞

「
夕
景
姿
川
」

　

佐
藤　

惠
子
（
茨
城
県
）

グ
リ
ム
準
大
賞

「
あ
る
屋
敷
裏
」

　

菊
田　

一
馬
（
宇
都
宮
市
）

「
天
平
の
丘
公
園
の
片
隅
で
」

　

石
田　

雄
二
（
宇
都
宮
市
）

「
５
月
の
き
ら
ら
館
近
く
」

　

関
口　

ま
さ
子
（
小
山
市
）

グ
リ
ム
賞

「
八
幡
宮
の
ケ
ヤ
キ
」

　

石
原　

美
子
（
小
山
市
）

「
姿
川

－

朝
の
川
も
や
白
き
は
晴
れ

－

」

　

中
澤　

吉
巳
（
茨
城
県
）

「
烏
ヶ
森
公
園
雪
の
朝
」

　

川
勾　

英
雄
（
下
野
市
）

「
静
寂
（
八
幡
宮
本
殿
）」

　

伊
澤　

菊
恵
（
下
野
市
）

「
水
温
む
頃
」

　

青
山　

初
枝
（
真
岡
市
）

観
光
協
会
長
賞

「
下
野
「
防
人
街
道
」」

　

木
村　

英
子
（
小
山
市
）

国
際
交
流
協
会
長
賞

「
雪
の
朝
」

　

大
根
田　

登
美
子
（
宇
都
宮
市
）

白
馬
会
賞

「
韻
映
」

　

亀
田　

紀
子
（
下
野
市
）

特
別
賞

「
雪
晴
れ
（
子
宝
橋
）」

　

石
井　

金
吉
（
下
野
市
）

　

2
月
14
日
、
グ
リ
ム
の
館
で

第
15
回
グ
リ
ム
絵
画
展
並
び
に

グ
リ
ム
童
話
賞
の
入
賞
者
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
2
月
15
日
か
ら

22
日
ま
で
展
示
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

※
絵
画
展
入
賞
作
品
集
及
び
童

話
賞
入
賞
作
品
集（
３
０
０
円
）

を
グ
リ
ム
の
館
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
電
子
書
籍
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
せ
先

　

グ
リ
ム
の
森「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）１
１
８
０

「
は
っ
ぱ
の
う
え
の
む
し
」

　

石
塚　

遼
（
宇
都
宮
市
）

「
お
遊
戯
」

　

佐
藤　

鈴
子
（
下
野
市
）

「
グ
リ
ム
の
森
の
や
か
た
」

　

大
金　

陽
菜
乃
（
下
野
市
）

「
薬
師
ヶ
池
の
白
鳥
」

　

岡
田　

昂
（
下
野
市
）

【
グ
リ
ム
童
話
賞
】

〈
一
般
の
部
〉

大
賞

「
ゆ
き
お
と
こ
の
こ
も
り
う
た
」

　

ひ
ろ
い 

れ
い
こ
（
東
京
都
）

優
秀
賞

「
お
シ
ラ
さ
ま
」

　

田
中　

信
彦
（
東
京
都
）

「
ゆ
き
さ
ら
し
」

　

き
だ　

い
く
（
愛
知
県
）

佳
作

「
名
も
な
い
列
車
で
名
も
な
い
駅
へ
」

　

利
光　

弘
子
（
大
分
県
）

「
雪
ホ
テ
ル
」

　

み
ち　

ふ
む
（
宇
都
宮
市
）

〈
中
学
生
以
下
の
部
〉

大
賞

「
ひ
と
り
ご
と
」

　

粂
川　

桃
帆
（
下
野
市
）

奨
励
賞

「
青
い
雪
」

　

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
）

「
お
し
ゃ
れ
と
心
」

　

湯
沢　

澪
央
（
北
海
道
）

「
き
つ
ね
の
雪
だ
る
ま
」

　

藤
島　

葵
（
愛
媛
県
）

「
晩
秋
の
天
平
が
丘
公
園
」

　

平
塚　

末
子
（
小
山
市
）

「
淡
墨
桜
（
天
平
の
丘
）」

　

大
和
田　

由
紀
子
（
宇
都
宮
市
）

「
憩
い
の
広
場
」

　

鳥
澤　

敏
男
（
宇
都
宮
市
）

「
晩
秋
の
姿
川
」

　

新
村　

靖
子
（
小
山
市
）

〈
幼
小
中
の
部
〉

グ
リ
ム
大
賞

「
残
り
3
ヶ
月
」

　

難
波　

明
珠
子
（
下
野
市
）

グ
リ
ム
準
大
賞

「
夜
の
お
さ
ん
ぽ
」

　

大
塚　

勝
平
（
下
野
市
）

「
か
ん
ら
ん
し
ゃ
」

　

吉
澤　

結
彩
（
益
子
町
）

「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
グ
リ
ム
の
や
か
た
」

　

武
井　

元
希
（
茨
城
県
）

グ
リ
ム
賞

「
あ
ま
え
ん
ぼ
う
の
こ
ね
こ
ち
ゃ
ん
」

　

喜
島　

健
心
（
宇
都
宮
市
）

「
グ
ラ
ン
ド
か
ら
み
た
お
う
ち
」

　

鈴
木　

絢
心
（
下
野
市
）

「
も
も
た
ろ
う
の
劇
」

　

古
川　

輝
信
（
下
野
市
）

「
夜
が
始
ま
る
瞬
間
」

　

中
澤　

光
（
茨
城
県
）

「
自
然
い
っ
ぱ
い　

グ
リ
ム
の
森
」

　

木
下　

碧
（
下
野
市
）

特
別
賞

「
サ
ン
タ
園
舎
」

　

齋
藤　

晴
人
（
下
野
市
）

グリム絵画展・童話賞贈呈式が行われました

グ
リ
ム
絵
画
展

グ
リ
ム
童
話
賞
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

一般の部　大賞「夕景姿川」

幼小中の部　大賞「残り３ヶ月」
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お　

知　

ら　

せ

献
血
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

■
日
時
・
会
場

　

３
月
25
日
㈬

〇
午
前
９
時
〜
11
時

　

き
ら
ら
館
駐
車
場

〇
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分

　

国
分
寺
庁
舎
駐
車
場

　
（
全
血
の
み
実
施
し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

教
室
・
講
座

ス
マ
ー
ト

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

■
日
時　

3
月
17
日
㈫

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時

30
分
（
開
始
20
分
前
か
ら
受
付
）

■
会
場　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
対
象
者　

下
野
市
民
で
健
診

を
受
診
し
た
74
歳
以
下
の
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上（
肥
満
）の
方

②
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
気
に
な
る
方

■
内
容

・ 

打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ

い
て
学
ぼ
う

・ 

自
分
の
食
生
活
、
何
が
問
題
？

・ 

室
内
で
で
き
る
楽
々
運
動
の

実
践

・ 
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
の
試
食

■
持
ち
物　

健
診
結
果
、
筆
記

用
具
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
（
水

か
お
茶
）

※
運
動
可
能
な
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
定
員　

約
20
名

■
費
用　

無
料

■
申
込
締
切　

3
月
10
日
㈫

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

相　
　

談

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

■
日
程　

3
月
4
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
相
談
員　

心
理
士
・
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
・
保
育
士

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

■
日
程　

3
月
18
日
㈬

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

午　

前
9
時
〜
11
時

■
相
談
員　

心
理
士
・
看
護
師
・

保
育
士

※
「
み
る
く
」
を
初
め
て
利
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対
策

の
た
め
に
入
館
者
登
録
（
名
札

代
）
３
１
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
相
談
当
日
は
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁

計
っ
て
み
そ
！

　

味
噌
汁
の
塩
分
を
測
定
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
会
場

　

3
月
23
日
㈪

　

ゆ
う
ゆ
う
館
小
ホ
ー
ル

　

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

■
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

味
噌
汁
（
１
０
０

㏄
以
上
を
タ
ッ
パ
ー
や
袋
に
入

れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
小
さ

じ
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト

教
室

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

3
月
19
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

平
成
26
年
8
月
・

9
月
生
ま
れ
の
、
生
後
6
〜
7

か
月
児
を
持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

特
に
あ
り
ま
せ
ん

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

・ 

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
自
分
、
家
族
の
食
事

チ
ェ
ッ
ク

・ 

野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
）

・ 

大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

■
申
込
締
切　

3
月
12
日
㈭

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

■献血方法別の献血基準（全血献血）

200ml献血 400ml献血

年齢 16 ～ 69歳
男性：17 ～ 69歳
女性：18 ～ 69歳

体重
男性45kg以上
女性40kg以上

男女とも
50kg以上

※ 65 ～ 69歳の方は、60 ～ 64歳までの間に献血経
験がある方に限られます。
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自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
と
下
野
市

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
は
１
９
７
４

年
河
内
郡
南
河
内
町
に
開
設
さ
れ
、
栃
木

県
南
保
健
医
療
圏
の
中
核
病
院
と
し
て
、

下
野
市
の
皆
さ
ん
の
医
療
を
支
え
て
い
ま

す
。

　
「
医
療
圏
」
に
は
一
次
保
健
医
療
圏
、
二

次
保
健
医
療
圏
、三
次
保
健
医
療
圏
が
あ
り
、

一
次
保
健
医
療
圏
は
身
近
な
医
療
を
提
供

す
る
単
位
で
、
市
町
村
を
単
位
と
す
る
こ

と
が
原
則
で
す
。
二
次
保
健
医
療
圏
は
救

急
医
療
や
が
ん
治
療
、
周
産
期
医
療
な
ど

日
常
生
活
圏
で
通
常
必
要
と
さ
れ
る
医
療

の
確
保
の
た
め
の
単
位
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
三
次
保
健
医
療
圏
は
原
則
的

に
都
道
府
県
が
単
位
に
な
り
ま
す
。

　

栃
木
県
に
は
６
つ
の
二
次
保
健
医
療
圏

（
図
１
）
が
あ
り
、
下

野
市
を
含
む
県
南
保

健
医
療
圏
は
、
人
口

が
約
48
万
人
で
、
栃

木
県
全
体
の
24
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
医
療
圏
に
は
自
治

医
科
大
学
と
壬
生
町

の
獨
協
医
科
大
学
が

あ
り
、
１
，
０
０
０

床
以
上
の
大
学
病
院

が
２
つ
あ
る
と
い
う

極
め
て
特
殊
な
医
療

圏
で
、
近
隣
医
療
圏

か
ら
の
患
者
流
入
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。

診
療
を
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
に
委
託

し
て
い
ま
す
の
で
、
夜
間
・
休
日
の
軽
い

疾
患
の
方
は
、
新
小
山
市
民
病
院
内
に
あ

る
夜
間
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
に
受
診
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

下
野
市
で
は
周
辺
の
市
町
村
か
ら
重
症
の

患
者
さ
ん
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
軽
症
の
患
者
さ
ん
に
は
小

山
市
で
受
診
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
、
少

し
ね
じ
れ
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
の
自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
は
、「
他
医
療

二
次
保
健
医
療
圏
と
救
急
医
療
圏

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
に
は
、
県
東

保
健
医
療
圏
、
宇
都
宮
保
健
医
療
圏
か
ら

も
多
く
の
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
て
県
外
の
保
健
医
療
圏

か
ら
も
受
診
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
（
図

２
）。

　

二
次
保
健
医
療
圏
に
は
、
重
症
救
急
症

例
の
た
め
の
三
次
救
急
医
療
機
関
（
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
）
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
南
保
健
医
療
圏
は
小
山
医
療
圏
と
栃
木

医
療
圏
に
分
け
ら
れ
、
自
治
医
科
大
学
附

属
病
院
は
小
山
医
療
圏
（
下
野
市
、小
山
市
、

上
三
川
町
、
野
木
町
）
の
三
次
救
急
医
療

機
関
と
し
て
年
間
約
５
，
０
０
０
台
の
救

急
車
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
下
野
市
は
夜
間
・
休
日

圏
か
ら
の
重
症
患
者
流
入
増
加
へ
の
対
応
」

と
「
下
野
市
の
一
次
救
急
、
二
次
救
急
医

療
制
度
の
再
構
築
」
を
今
後
10
年
の
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
厚
生
労

働
省
は
、
２
０
２
５
年
を
め
ど
に
病
床
機

能
報
告
制
度
を
実
施
し
、
高
度
急
性
期
病

院
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
病
院
ご
と
の
病
床
機

能
を
明
確
に
し
、
都
道
府
県
の
中
で
そ
の

役
割
分
担
を
決
定
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

ま
す
。

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
は
引
き
続
き

高
度
急
性
期
医
療
の
担
い
手
と
な
る
べ
く
、

診
療
能
力
の
拡
充
を
計
画
し
、
そ
の
一
環

と
し
て
、
外
科
系
診
療
機
能
の
充
実
、
高

度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
機
能
拡
充
の
た
め
、

２
０
１
８
年
４
月
開
設
を
目
標
と
し
た
外

科
系
新
棟
建
設
計
画
に
着
手
し
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
間
・
休
日
の
軽
症
患
者
さ
ん
の

た
め
の
急
患
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、

話
し
合
い
を
始
め
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
に
は
現
在
よ
り
も
10
％
程

度
の
医
療
需
要
が
増
加
す
る
こ
と
及
び
周

辺
医
療
圏
か
ら
の
患
者
流
入
の
増
加
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、
現
在
の
１
・
５
倍
程
度
の

診
療
能
力
を
持
つ
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
下
野
市
・
栃
木
県
の
医
療
を

軽
症
か
ら
重
症
ま
で
し
っ
か
り
と
支
え
て

い
く
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
下
野

市
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
い
た
だ
く
こ
と
は

大
変
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自治医科大学附属病院　連携協働コラム

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
と
下
野
市
の
２
０
２
５
年

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院　

副
病
院
長

消
化
器
外
科　

佐さ

た田　

尚な
お
ひ
ろ宏

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

第
35
回
天
平
の
花
ま
つ
り(

平
成
26
年
度)

の
来
場
者
数
は
何
人
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

①
約
５
万
人　

②
約
10
万
人　

③
約
20
万
人

問
１ ■二次保健医療圏　圏域図（図1）

その他
利根
古河・坂東
築西・下妻
両毛
県南
県東
宇都宮
県西
県北

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

2008 2009 2010 2011 2012 2013（年度）

（人）

0

■ 自治医科大学附属病院における医療圏別入患者数の推移（図2）
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地
下
水
を
飲
用
さ
れ
て

い
る
方
へ

　

地
下
水
は
、
い
つ
も
安
全
で

あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
日
常

的
に
、
色
、
臭
い
、
味
に
異
常

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　

地
下
水
を
飲
用
す
る
場
合
は
、

水
質
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

水
質
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
そ
の
他
の
検
査
機
関
に

直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
検

査
料
金
は
検
査
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
市
で
は
水
質
検
査
の
受
け
付

け
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

乾
燥
さ
せ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、

み
ん
な
が
住
み
よ
い
環
境
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
み
を
出
す
時
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
！

○
き
ち
ん
と
分
別
し
、
決
め
ら

れ
た
分
け
方
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。

（
分
別
方
法
や
出
し
方
、
出
す

日
が
違
う
と
、
左
の
よ
う
な

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
ま
す
）

○
カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
日
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
朝
８
時
ま
で
に
、
決
め
ら
れ

た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
収
集
が
終
わ
っ
た
後
に
出
し

た
場
合
、
ご
み
は
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

○
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
小
山
市
犬
塚
３

－

１

－

１
）

　

☎（
22
）８
８
１
４

○
そ
の
他
の
検
査
機
関
（
栃
木

県
に
本
社
等
が
あ
る
検
査
機

関
）

・ 

平
成
理
研
株
式
会
社
（
宇
都

宮
市
石
井
町
２
８
５
６

－

３
）

　

☎
０
２
８（
６
６
０
）１
７
０
０

・ 

財
団
法
人
栃
木
県
環
境
技

術
協
会
（
宇
都
宮
市
下
岡
本

２
１
４
５

－

13
）

　

☎
０
２
８（
６
７
３
）９
０
８
３

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

原
則
禁
止
で
す

♦
洗
濯
物
に
煙
の
臭
い
が
つ
い

て
し
ま
う
。

♦
煙
の
臭
い
で
窓
が
開
け
ら
れ

な
い
。
な
ど
、
ご
み
を
焼
却
し

た
際
に
発
生
す
る
煙
や
臭
い
で

困
っ
て
い
る
人
が
ご
近
所
に
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
焼
却

せ
ず
決
め
ら
れ
た
日
に
、
行
政

カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
家
庭
ご
み
の

正
し
い
分
け
方
・
出
し
方
」
に

従
っ
て
分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
雑
草
等
を
排
出
す
る

際
に
は
ご
み
減
量
化
の
た
め
、

○
自
分
の
出
し
た
ご
み
が
収
集

さ
れ
な
か
っ
た
時
は
、
持
ち
帰

り
、
分
け
方
・
出
し
方
を
再
度

確
認
し
て
出
し
直
し
て
く
だ
さ

い
。

○
清
潔
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

こ
の
ご
み
ど
う
や
っ
て

出
し
た
ら
い
い
の
？

Q 

資
源
物
の
雑
紙
っ
て
ど
ん

な
も
の
？市

内
の
ご
み
収
集
委
託
業
者
が
地
域
貢
献
！

交
通
事
故
撲
滅
を
願
っ
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

　

栃
木
県
環
境
美
化
協
会
下
野
市
支
部
〈
㈲
ア
オ
キ
・
㈲
協
同

サ
ー
ビ
ス
・
㈲
国
分
寺
産
業
・
㈲
小
堀
正
之
商
店
・
栃
南
産
業
㈱
〉

が
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
12
月
に
か
け
、
市
内
41
か
所
の
雨
や
ほ
こ
り
で
汚

れ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
磨
き
あ
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
市
内
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
願
い
、
同
協
会
の

地
域
へ
の
奉
仕
活
動
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

A 

何
気
な
く
生
ご
み
と
混
ぜ

て
捨
て
て
い
る
、
お
菓
子
の
箱
・

包
装
紙
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ボ
ッ
ク
ス
（
口
の
部
分
の
ビ

ニ
ー
ル
を
外
し
て
く
だ
さ
い
。）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
混
ぜ
て
出

し
て
、
燃
や
し
て
し
ま
え
ば
ご

み
で
す
が
、
分
別
し
て
出
せ
ば

資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

ま
す
。

問い合わせ先

環境課 40-5559

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】　

約
20
万
人
の
お
客
様
が
来
場
し
ま
し
た
。
今
年
（
第
36
回
）
は
３
月
20
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
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資
源
ご
み
の
集
団
回
収

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

新
聞
等
の
古
紙
類
、び
ん
、缶
、

古
布
な
ど
は
、
家
庭
か
ら
出
さ

れ
る
ご
み
の
中
で
、
リ
サ
イ
ク

ル
が
可
能
な
も
の
で
す
。

　

現
在
、
下
野
市
で
は
、
自
治

会
や
子
供
会
な
ど
約
70
団
体
が

資
源
回
収
実
施
団
体
と
し
て
登

録
し
、
回
収
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
で
集
団
回

収
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
地
域
の
取
り
組
み

に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

☆
回
収
活
動
を
市
が
支
援
！

　

資
源
ご
み
の
回
収
量
に
応
じ

て
、
報
奨
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。（
回
収
重
量
１
㎏
に
つ
き

４
円
、
空
び
ん
は
２
本
で
１
㎏

換
算
）

☆
資
源
の
持
ち
去
り
防
止
に
効

果
　

集
団
回
収
に
出
さ
れ
た
資
源

は
団
体
の
所
有
物
で
す
。
集
団

回
収
に
出
す
こ
と
は
、
ご
み
集

積
所
か
ら
の
資
源
の
持
ち
去
り

対
策
と
し
て
有
効
で
す
。

犬
猫
の
避
妊
去
勢
手
術

に
は
市
か
ら
の
補
助
が

あ
り
ま
す

　

下
野
市
で
は
、
動
物
の
愛
護

と
適
正
な
管
理
を
啓
発
し
、
人

と
犬
や
猫
と
の
共
生
社
会
の
実

現
を
図
る
た
め
、
犬
猫
の
避
妊

及
び
去
勢
手
術
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
申
請
方
法
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
環
境
課
の
窓

口
ま
た
は
お
電
話
に
て
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　

下
野
市
内
に
住
所
を
有
し
て

お
り
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る

方
。

■
補
助
対
象
動
物

　

対
象
者
が
飼
育
す
る
犬
猫
と

し
、
毎
年
度
一
世
帯
当
た
り
犬

１
頭
及
び
猫
１
匹
ま
で
。
た
だ

し
、
犬
に
つ
い
て
は
、
補
助
対

象
年
度
に
狂
犬
病
予
防
法
に
規

定
す
る
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
補
助
金
の
額

・
避
妊
手
術

　
　

犬　

５
，
０
０
０
円

　
　

猫　

４
，
０
０
０
円

・
去
勢
手
術

　
　

犬　

４
，
０
０
０
円

　
　

猫　

３
，
０
０
０
円

生
ご
み
処
理
機
器
等
の

設
置
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す

　

下
野
市
で
は
、
ご
み
減
量
化

対
策
と
し
て
、
家
庭
の
台
所
等

か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
自

家
処
理
を
推
進
す
る
た
め
、
コ

ン
ポ
ス
ト
容
器
や
機
械
式
生
ご

み
処
理
機
を
設
置
さ
れ
た
方
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
申
請
方
法
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
環
境
課
の
窓
口
ま
た

は
お
電
話
に
て
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　

下
野
市
内
に
住
所
を
有
し
て

お
り
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る

方
。（
過
去
５
年
間
、
本
補
助

金
を
受
け
た
方
を
除
く
）

■
補
助
対
象
処
理
機
器

　

市
が
認
め
る
家
庭
用
生
ご
み

処
理
機
器
１
台
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
に
つ

い
て
は
２
基
と
し
、
他
の
処
理

機
器
と
は
別
に
数
え
ま
す
。

■
補
助
金
の
額

　

購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
と

し
、
機
械
式
生
ご
み
処
理
機
に

つ
い
て
は
上
限
２
０
，
０
０
０

円
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
に
つ

い
て
は
１
基
に
つ
き
上
限
４
，

０
０
０
円
と
し
ま
す
。

あ
な
た
の
犬
猫
が
ご
近
所
か

ら
好
か
れ
る
た
め
に

　

誰
も
が
犬
猫
を
好
き
と
は
か

ぎ
り
ま
せ
ん
。

　

み
ん
な
か
ら
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
飼
い
主
は
責
任
と
自

覚
を
も
っ
て
犬
猫
を
飼
い
ま

し
ょ
う
。

■『
ふ
ん
』の
処
理
は
飼
い
主
の

責
任
で
す

　

散
歩
中
は
「
ふ
ん
」
を
片
付

け
る
道
具
を
携
帯
し
、必
ず
「
ふ

ん
」
を
片
付
け
自
宅
で
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。

■
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

放
し
飼
い
を
す
る
と
、
人
に

か
み
つ
い
た
り
、
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
り
、
犬
が
交
通
事
故

に
遭
う
な
ど
の
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
猫
は
、
ご
近
所
へ
の

ふ
ん
尿
等
の
被
害
防
止
の
ほ
か
、

交
通
事
故
や
感
染
症
の
危
険
か

ら
守
る
た
め
に
も
、
屋
内
飼
育

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■『
鳴
き
声
』、『
に
お
い
』、『
こ

う
傷
事
故
』に
注
意
し
ま
し
ょ

う【す
べ
て
の
方
へ
】

■
犬
猫
に
エ
サ
だ
け
与
え
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ
て

く
だ
さ
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
ア
イ
ロ
ン
台
（
ス
タ
ン
ド
式
）・
女

児
発
表
会
用
靴
（
白
21
・
５
㎝
）・
ブ
ー

ツ
・
電
子
レ
ン
ジ
・
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
（
男

性
用
Ｍ
サ
イ
ズ
）・
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
・

文
化
箏
・
学
習
机
（
女
児
用
イ
ス
付
）

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
・
家
庭
用
ミ
シ
ン
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
ベ
ビ
ー
ラ
ッ

ク
・
電
子
ピ
ア
ノ
・
女
児
服
（
１
０
０

㎝
）・
男
児
服
（
90
㎝
）・
石
橋
幼
稚

園
制
服
（
女
児
１
３
０
㎝
）・
石
橋
幼

稚
園
制
服
（
男
児
１
３
０
㎝
）・
第
二

薬
師
寺
幼
稚
園
体
操
着
（
冬
用
90
〜

１
２
０
㎝
）・
国
分
寺
東
小
学
校
体
操

着
（
上
下
１
４
０
㎝
）・SEGA

Beena

の
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
・
薬
師
寺
幼
稚
園

通
園
リ
ュ
ッ
ク
・
南
河
内
第
二
中
学
校

制
服
（
女
子
Ｍ
，
Ｌ
サ
イ
ズ
）・
南
河

内
第
二
中
学
校
体
操
着
（
女
子
Ｍ
サ
イ

ズ
）・
車
イ
ス

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

石
橋
駅
と
小
金
井
駅
の
内
、
先
に
で
き
た
の
は
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
？

問
２
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下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
語
学
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
先
生
が
教
え
ま
す
。

■
受
講
条
件

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
会
員
で
あ
る

こ
と
。（
ご
入
会
は
市
役
所
生
活
安
全
課

窓
口
に
て
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

※
年
会
費
が
か
か
り
ま
す
。）

■
受
付　

3
月
9
日
㈪
〜
20
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料

　

3
月
27
日
㈮
ま
で
に
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
現
金
納
付
：
生
活
安
全
課
窓
口

②
銀
行
振
込
：
左
記
指
定
口
座
に
お
振
り

込
み
く
だ
さ
い
。（
手
数
料
各
自
負
担
）

・ 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
の
振
り
込
み

 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

記
号
１
０
７
２
０

 

番
号
０
８
２
８
１
７
１
１

・ 

他
の
金
融
機
関
か
ら
の
振
り
込
み

 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

店
番
号
０
７
８

 

口
座
番
号
０
８
２
８
１
７
１

※
口
座
名
義
は「
下
野
市
国
際
交
流
協
会
」

で
す
。

※
前
回
か
ら
ご
継
続
の
方
も
必
ず
ご
希
望

の
コ
ー
ス
を
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
役
所
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

ド
イ
ツ
語
講
座　

定
員
：
各
15
名

◆
入
門
コ
ー
ス
（
マ
シ
ア
ス
先
生
）

○
期
間
：
5
月
13
日
〜
9
月
16
日
（
毎
週

水
曜
日
）

○
時
間
：
午
後
6
時
〜
6
時
40
分

○
場
所
：
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料
：
４
，
５
０
０
円
（
全
15
回
）

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅰ
（
マ
シ
ア
ス
先
生
）

○
期
間
：
5
月
13
日
〜
9
月
16
日
（
毎
週

水
曜
日
）

○
時
間
：
午
後
7
時
10
分
〜
8
時
40
分

○
場
所
：
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料
：
７
，
５
０
０
円
（
全
15
回
）

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅱ
（
モ
ニ
カ
先
生
）

○
期
間
：
4
月
７
日
〜
9
月
15
日
（
毎
週

火
曜
日
）

○
時
間
：
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
７
，
５
０
０
円
（
全
15
回
）

◆
中
級
コ
ー
ス
（
モ
ニ
カ
先
生
）

○
期
間
：
4
月
７
日
〜
9
月
15
日
（
毎
週

火
曜
日
）

○
時
間
：
午
後
7
時
〜
9
時

○
場
所
：
石
橋
公
民
館

○
受
講
料
：
１
０
，
０
０
０
円
（
全
15
回
）

韓
国
語
講
座　

定
員
：
各
20
名

◆
初
級
コ
ー
ス
（
金
先
生
）

○
期
間
：
4
月
14
日
〜
9
月
15
日
（
毎
週

火
曜
日
）

○
時
間
：
午
後
７
時
〜
8
時
30
分

英
語
講
座　

定
員
：
各
20
名

◆
入
門
コ
ー
ス
（
ジ
ル
先
生
）

○
期
間
：
4
月
17
日
〜
9
月
11
日
（
毎
週

金
曜
日
）

○
時
間
：
正
午
〜
午
後
0
時
40
分

○
場
所
：
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料
：
４
，
５
０
０
円
（
全
15
回
）

◆
初
級
コ
ー
ス
（
ジ
ル
先
生
）

○
期
間
：
4
月
17
日
〜
9
月
11
日
（
毎
週

金
曜
日
）

○
時
間
：
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所
：
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料
：
７
，
５
０
０
円
（
全
15
回
）

◆
初
級
コ
ー
ス
（
ガ
ナ
ー
先
生
）

○
期
間
：
4
月
18
日
〜
9
月
12
日
（
毎
週

土
曜
日
）

○
時
間
：
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所
：
石
橋
公
民
館

○
受
講
料
：
７
，
５
０
０
円
（
全
15
回
）

◆
中
級
コ
ー
ス
Ⅰ
（
ガ
ナ
ー
先
生
）

○
期
間
：
4
月
18
日
〜
9
月
12
日
（
毎
週

土
曜
日
）

○
時
間
：
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
1
時

○
場
所
：
石
橋
公
民
館

○
受
講
料
：
７
，
５
０
０
円
（
全
15
回
）

◆
中
級
コ
ー
ス
Ⅱ
（
ガ
ナ
ー
先
生
）

○
期
間
：
4
月
23
日
〜
9
月
10
日
（
毎
週

木
曜
日
）

○
時
間
：
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

○
場
所
：
石
橋
公
民
館

○
受
講
料
：
７
，
５
０
０
円
（
全
15
回
）

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
７
，
５
０
０
円
（
全
15
回
）

中
国
語
講
座　

定
員
：
各
15
名

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅰ
（
宮
田
先
生
）

○
期
間
：
4
月
14
日
〜
9
月
15
日
（
毎
週

火
曜
日
）

○
時
間
：
午
後
７
時
30
分
〜
9
時

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
７
，
５
０
０
円
（
全
15
回
）

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅱ
（
石
川
先
生
）

○
期
間
：
4
月
14
日
〜
8
月
25
日
（
毎
週

火
曜
日
）

○
時
間
：
午
前
10
時
45
分
〜
午
後
0
時
15
分

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
７
，
５
０
０
円
（
全
15
回
）

◆
中
級
コ
ー
ス
Ⅰ
（
宮
田
先
生
）

○
期
間
：
4
月
15
日
〜
9
月
16
日
（
毎
週

水
曜
日
）

○
時
間
：
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
７
，
５
０
０
円
（
全
15
回
）

◆
中
級
コ
ー
ス
Ⅱ
（
石
川
先
生
）

○
期
間
：
4
月
14
日
〜
8
月
25
日
（
毎
週

火
曜
日
）

○
時
間
：
午
前
9
時
〜
10
時
30
分

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
７
，
５
０
０
円
（
全
15
回
）

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
石
橋
駅
】　

石
橋
駅
が
で
き
た
の
は
１
８
８
５
年
、
小
金
井
駅
が
で
き
た
の
は
１
８
９
３
年
。
自
治
医
大
駅
は
１
９
８
３
年
に
で
き
ま
し
た
。

語学講座のご案内
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下
野
市
教
育
委
員
会

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
塾

参
加
者
募
集

　

時
間
に
余
裕
の
で
き
た
シ
ニ

ア
の
皆
さ
ん
、
余
暇
を
同
世
代

の
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
交
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日

（
４
月
〜
９
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
内
容
（
全
６
回
）

　

月
ご
と
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
（
さ
い
か
つ
ボ
ー
ル
）・

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
そ
の
他
、
野
外
ゲ
ー
ム
や

料
理
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

概
ね
50
歳
以
上
の
方

■
費
用　

１
，
０
０
０
円
（
保

険
料
含
む
）

※
料
理
材
料
費
・
交
通
費
等
は

別
途
徴
収
し
ま
す
。

■
定
員　

20
名

■
申
し
込
み

　

３
月
１
日
午
前
９
時
〜
31
日

午
後
５
時
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
必
要
事

項
：
①
住
所
②
氏
名
③
生
年
月

日
④
性
別
⑤
電
話
番
号
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会　

井
上

　

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

腕
試
し
ゴ
ル
フ
会

　

ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

■
日
時　

３
月
18
日
㈬
午
前
８

時
30
分
集
合

■
場
所　

ト
ウ
キ
ョ
ウ
ノ
ー
ス

ヒ
ル
ズ
Ｇ
Ｃ
（
旧
太
郎
門
）

　

☎
０
２
８
２（
31
）１
０
１
０

■
参
加
費　

４
，５
０
０
円
（
食

事
代
込
み
）

■
定
員　

20
名

■
そ
の
他　

プ
レ
ー
終
了
後
、

反
省
会
を
行
い
ま
す
（
ド
リ
ン

ク
付
）

■
申
込
締
切　

３
月
13
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎（
44
）４
４
３
３

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

第
１
回

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会

■
日
時　

３
月
31
日
㈫
午
前
８

時
30
分
集
合

■
場
所

　

鹿
沼
72
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

第
10
回
下
野
市
シ
ン
グ

ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

■
日
時　

４
月
５
日
㈰
午
前
８

時
30
分
集
合
（
雨
天
時
は
翌
週

に
順
延
）

■
場
所　

国
分
寺
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
及
び
大
松
山
運
動

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

原
則
と
し
て
下
野

市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
種
目　

一
般
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
、
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
、

壮
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
45
歳

以
上
）

　

全
種
目
下
野
市
代
表
選
手
選

考
の
対
象
と
し
ま
す
。

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

■
申
し
込
み　

申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
載
し
、
下
野
市
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
窓
口
へ
参
加
費

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
受
付

　

３
月
16
日
㈪
〜
26
日
㈭
午
後

５
時

■
ド
ロ
ー
発
表　

３
月
31
日
以

降テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://hom
epage2.

nifty.com
/SCT

A
/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
２
８
９（
75
）２
１
１
９

■
費
用　

４
，
０
０
０
円

（
ハ
ー
フ
ラ
ウ
ン
ド
昼
食
・
パ
ー

テ
ィ
ー
付
き
）

※
同
伴
保
護
者
食
事
代

１
，
０
０
０
円　

■
対
象
者

・ 

低
学
年
の
部
：
小
学
１
年
〜

４
年
生

・ 

高
学
年
の
部
：
小
学
５
年
生

〜
中
学
生

※
ラ
ウ
ン
ド
経
験
が
あ
る
方

■
定
員　

20
名

■
申
込
締
切　

３
月
24
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
先

　
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎（
44
）４
４
３
３

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

第
１
回
レ
デ
ィ
ー
ス
＆

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会

　

お
一
人
で
も
参
加
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

４
月
９
日
㈭
午
前
８
時
集
合

■
場
所　

イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

　

☎
０
２
８（
６
７
４
）８
８
４
８

■
費
用

　

プ
レ
ー
代
６
，８
０
０
円
（
昼

食
・
パ
ー
テ
ィ
ー
付
き
）
参
加

費
１
，
０
０
０
円
（
賞
品
代
）

■
定
員　

60
名

■
申
し
込
み　

４
月
２
日
㈭
ま

で
に
各
地
区
役
員
ま
た
は
フ
ラ

ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
へ
、

参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎（
44
）４
４
３
３

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

第
１
回
社
会
人

ゴ
ル
フ
大
会

　

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
史
上
初
の

休
日
開
催
！

■
日
時　

４
月
19
日
㈰

■
場
所

　

益
子
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎
０
２
８
５（
72
）６
８
１
１

■
費
用

　

プ
レ
ー
代
６
，９
８
０
円
（
昼

食
・
パ
ー
テ
ィ
ー
付
き
）、
参

加
費
１
，
５
０
０
円
（
賞
品
代
）

■
定
員　

60
名

■
申
し
込
み　

４
月
12
日
㈰
各

地
区
役
員
ま
た
は
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
へ
、
参
加
費
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎（
44
）４
４
３
３

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
国
分
寺
跡
の
南
側
に
あ
る
甲
塚
古
墳
か
ら
出
土
し
た
全
国
的
に
も
珍
し
い
埴
輪
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？

①
干
瓢
形
埴
輪　

②
機
織
形
埴
輪　

③
馬
車
形
埴
輪

問
３
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

熊
谷
市
あ
ら
か
わ
の
桜
＆

菜
の
花
堤
と
歴
史
散
策

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
募
集

■
日
時　

３
月
29
日
㈰

　

午
前
７
時
30
分
海
洋
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
出
発
、
午
後
５
時

30
分
帰
着
予
定
（
小
雨
決
行
）

■
コ
ー
ス　

海
洋
セ
ン
タ
ー
〜

熊
谷
あ
ら
か
わ
堤
〜
あ
ら
か
わ

堤
散
策
（
昼
食
）
〜
熊
谷
近
郊

散
策
〜
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

小
学
生
（
要
保
護
者
同
伴
）

以
上
、
先
着
25
名
程
度
（
19
名

未
満
の
場
合
は
中
止
）

■
交
通　

貸
切
観
光
バ
ス

■
参
加
費

・ 

会
員 

２
，
９
０
０
円　

・ 

会
員
外 

３
，
４
０
０
円　

※
拝
観
料
は
自
己
負
担

■
装
備　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ

イ
ル
、
履
き
な
れ
た
靴
、
雨
具

■
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、

敷
物
、
保
険
証
の
コ
ピ
ー

■
申
し
込
み　

３
月
10
日
㈫
か

ら
定
員
ま
で
先
着
順
で
受
け
付

け
ま
す
。

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
内
ク
ラ
ブ
事
務
局
窓
口
で

申
込
書
に
記
入
の
う
え
参
加
費

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

竹
の
子
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
に

　
　

出
場
決
定
！

　

11
月
23
日
に
日
光
市
で
行
わ

れ
た
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
県
予
選
会
に
お
い
て
、

竹
の
子
ク
ラ
ブ
の
小
学
生
が
優

勝
・
準
優
勝
し
、

栃
木
県
代
表
選

手
と
し
て
、
３

月
29
日
〜
31
日

に
千
葉
県
白
子

町
で
開
催
さ
れ

る
第
14
回
全
国

小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
に

出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で

は
上
位
入
賞
を
目
標
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。 

（
敬
称
略
）

◯
男
子
５
年
生
の
部　

準
優
勝

・ 

嶋
田
和
也
（
薬
師
寺
小
５
年
）

・ 

小
野
崎
夢
真（

一
本
松
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

◯
男
子
４
年
生
以
下
の
部　

優
勝

・ 

木
島
凛
翔
（
薬
師
寺
小
４
年
）

・ 

須
藤
漱
太
（
吉
田
西
小
４
年
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
西

　

☎
０
９
０（
９
１
５
５
）５
２
１
２

★
随
時
会
員
募
集
中

い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
事
務
局

　

担
当
：
近
藤
敬
子

　

☎（
44
）０
８
４
９

※
火
・
水
・
木
曜
日
午
前
８
時

　
　

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

国
分
寺
少
年
剣
友
会

少
年
剣
士
、

　
　

第
３
位
入
賞

　

12
月
23
日
、
群
馬
県
館
林
市

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
第
39

回
館
林
市
近
県
少
年
剣
道
大
会

に
お
い
て
、
国
分
寺
少
年
剣
友

会
の
小
学
生
が
第
３
位
入
賞
し

ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】（
敬
称
略
）

◯
小
学
生
高
学
年
個
人
戦
の
部

　

第
３
位　

新
井
陽
向

（
国
分
寺
小
５
年
）

★
随
時
剣
士
募
集
中

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
少
年
剣
友
会　

新
井

　

☎
０
９
０（
６
０
２
５
）０
４
０
１

石
橋
柔
道
会
・
南
河
内
柔
道
部
・

国
分
寺
柔
道
会

第
９
回
下
野
市
長
杯
少

年
柔
道
大
会
を
開
催
し

ま
し
た

　

毎
年
恒
例
の
下
野
市
長
杯
少

年
柔
道
大
会（
第
９
回
）が
、
12

月
21
日
、
石
橋
武
道
館
に
て
開

催
さ
れ
、
市
内
外
の
道
場
で
稽

古
し
て
い
る
小
学
生
74
名
が
集

ま
り
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】（
敬
称
略
）

◯
団
体
戦

優
勝 

栃
木
市
柔
道
教
室

準
優
勝 

南
河
内
柔
道
部

第
３
位 

国
分
寺
柔
道
会

 
 

仁
風
館
星
野
道
場

◯
個
人
戦

▽
幼
児

優
勝 

近
藤
壮
秀
（
国
）

準
優
勝 

江
田
新
太
（
国
）

第
３
位 

川
越
優
真
（
国
）

 
 

谷
田
貝
有
菜
（
南
）

▽
１
年

第
３
位 

大
久
保
未
咲
（
国
）

▽
２
年

優
勝 

川
越
愛
留
（
国
）

準
優
勝 

岩
﨑
妃
南
（
国
）

第
３
位 

岩
﨑
吏
南
（
国
）

▽
３
年

優
勝 

豊
田
和
磨
（
南
）

▽
４
年

優
勝 

倉
持
蕾
（
南
）

準
優
勝　

岩
﨑
羽
南
（
国
）

第
３
位　

野
澤
美
祐
希
（
国
）

　
　
　
　

石
井
愛
美
（
国
）

▽
５
年

優
勝 

大
橋
杏
奈
（
石
）

第
３
位 

川
越
鈴
華
（
国
）

▽
６
年

優
勝 

海
老
原
雄
二
郎（
南
）

第
３
位 

福
島
千
寛
（
南
）

※
（
国
）：
国
分
寺
柔
道
会
、

（
南
）：
南
河
内
柔
道
部
、（
石
）：

石
橋
柔
道
会

★
部
員
募
集
中

■
問
い
合
わ
せ
先

・
石
橋
柔
道
会　

斎
藤

　

☎（
53
）８
５
７
７

・
南
河
内
柔
道
部　

古
谷

　

☎（
48
）１
１
２
９

・
国
分
寺
柔
道
会　

荒
井

　

☎（
44
）９
７
９
９

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】　

機
織
機
で
布
を
織
る
人
物
（
女
性
）
を
表
現
し
た
も
の
で
、
日
本
で
初
め
て
出
土
し
ま
し
た
。

Shimotsuke
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■
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
種
目

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
▼
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▼
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
▼
テ
ニ
ス
▼
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
▼
卓
球
▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
▼
ペ
タ
ン
ク
▼
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
▼
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
▼

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
▼

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
▼
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
▼
ス
ポ
ー
ツ
輪
投
げ
▼
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
▼
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
▼

太
極
拳
▼
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

　

興
味
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
内
事
務
局

　

☎（
52
）１
１
８
２

　

担
当
：
黒
川
（
月
・
水
・
金
）

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
は
、「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

だ
れ
と
で
も
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
随
時
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
約
５
０
０

名
の
会
員
に
よ
り
各
種
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
（
小

学
３
年
生
か
ら
６
年
生
）
で
の

事
業
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め

る
グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
入
会
し
、
心
地
よ
い
汗
を

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
ク
ラ
ブ
年
会
費

　

１
，
０
０
０
円

※
保
険
料
、
各
ク
ラ
ブ
会
費
等

の
経
費
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

■
実
施
予
定
の
教
室

▼
キ
ッ
ズ
教
室

※
詳
細
な
内
容
は
現
在
企
画
中

で
す
。

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
！

（
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
石
橋
地
区
）

総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集
の
ご
案
内

　

下
野
市
内
で
活
動
し
て
い
る
３

つ
の
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　

運
動
が
好
き
な
方
は
も
ち
ろ
ん
、

運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
も
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
団
体

で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
地
域
に

交
流
の
場
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
っ
て

ど
ん
な
ク
ラ
ブ
な
の
？

■
地
域
に
根
ざ
し
た

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
は
、
多
世
代
が
一
緒
に
な
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
こ
と
を
テ
ー
マ
に
活
動
し

て
い
る
地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

■
み
ん
な
が
主
役

　
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ

れ
と
で
も
・
い
つ
ま
で
も
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る

よ
う
な
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
そ
の
地

域
に
住
む
み
な
さ
ん
が
自
ら
主
役

と
な
り
、
自
主
運
営
し
て
い
く
み

ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
夢
く
ら
ぶ

国
分
寺｣

会
員
募
集

　

今
年
も
地
域
の
皆
さ
ま
に

色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ニ
ー
ズ

を
取
り
込
み
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
加
え
て
平
成
27
年
度
の

ク
ラ
ブ
会
員
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

　

平
成
27
年
度
に
新
規
に
会
員

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

※
平
成
26
年
度
ま
で
発
行
の
会

員
証
を
お
持
ち
の
会
員
は
、
別

途
ご
案
内
の
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
「
会
員
登
録
申
込

書
」
に
「
年
会
費
」
と
「
保
険
料
」

を
添
え
て
事
務
局
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆ 

一
部
の
事
業
を
除
き
、
３
月

11
日
か
ら
先
着
順
で
定
員
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

◆ 

申
込
初
日
に
定
員
を
超
過
す

る
よ
う
な
場
合
は
、
初
日
分

の
申
し
込
み
に
限
り
抽
選
と

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
内
事
務
局　

近
藤　

敬
子

　

☎（
44
）０
８
４
９

　

※
火
・
水
・
木
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
に
在
席

■年会費・スポーツ保険

条件 年会費 スポーツ
安全保険料

中学生以下 1,000円 800円/年
高校生 1,000円 1,850円/年
成人 3,000円 1,850円/年

65歳以上の
シニア 2,000円 1,000円/年

ファミリー
（同居の家族） 7,000円 上記による

10名以上の
団体 20%OFF 個別相談

※ 中学生以下は原則としてスポーツ安全
保険加入が必要です。

※ 高校生以上はクライミングとカヌー教
室のみ保険加入が必要ですが、それ以
外の教室は任意加入です。

※ スポーツ教室に参加する場合は参加費
が必要になります。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

選
挙
の
期
日
前
投
票
所
で
投
票
を
す
る
前
に
す
る
こ
と
は
？

①
自
己
紹
介　

②
身
分
証
明
書
の
提
示　

③
宣
誓
書
の
記
入

問
４

ターゲットバードゴルフ

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.3
29



＜平成２７年度実施予定のスポーツ教室＞

№ 事業項目 基本曜日 基本時間 会場 募集対象
参加費

定員
会員 会員外

1 国分寺キッズクラブ 土･日曜日 9：30～11：30 国分寺運動公園B&G海洋センター他 小学2～ 6年生 11,000円/17回
（旅費自己負担） 42

2 Jr.ソフトテニス教室 毎週土曜日 13：00～15：00 国分寺テニスコート 小学3～ 6年生 1,000円/月 500円/回 35

3 同上（1～ 3月補習教室）限定土曜日 15：10～17：00 国分寺テニスコート 小学6年生 3,000円/3か月 500円/回 12

4 一般ソフトテニス教室（STAC） 毎週土曜日 15：30～17：30 国分寺テニスコート 国分寺中学生
一般成人

学生：0,500円/月
一般：1,000円/月 20

5 キッズサッカー教室 土曜日 8：30～10：00 南河内東体育館 3歳～幼児

1,500円/月
（照明自己負担）

1,000円/回
（照明自己負担）

25

6 小学サッカー火曜教室 火曜日 18：30～20：30
みのわ古城公園
（雨天時）南河内
東体育館

小学2～ 6年生 25

7 小学サッカー土曜教室 土曜日 18：30～20：30 小学1～ 6年生 25

8 女子サッカー教室 月曜日 18：30～20：30 小学生以上 25

9 フットサル教室 木曜日 19：30～21：30 南河内東体育館 中学生以上 1,500円/月 1,000円/回 20

10親子体操教室未就園児親子体操
限定月曜日
（3シリーズ） 10：00～11：30 B&G海洋センター 2歳～未就園児 3,600円/8回 4,000円/8回 20組

11キッズワールド就園児親子体操
月曜日
月3回 14：45～15：45 B&G海洋センター 3歳～就園児 1,800円/月 1,000円/回 20組

12 Jr.クライミング教室
限定土曜日
（春・秋）

9：30～12：30 国分寺運動公園
クライミング
ウォール

小学2～ 6年生
500円/5回

1,500円/5回 30

13一般クライミング教室 13：30～15：30 中学生以上 中学1,500円/5回
成人2,000円/5回 15

14エアロビ&ストレッチエクササイズ
月曜日
月2回 19：30～20：30 B&G海洋センターまたは友愛館 制約なし 500円/回 1000円/回 25

15ヒップホップダンスC教室
土曜日
月2回

17：05～18：05
東方台地コミュニ
ティセンター
友愛館

小学2～中学生 1,000円/月 1,000円/回

20

16ヒップホップダンスB教室 18：20～19：20 20

17ヒップホップダンスA教室 19：35～20：35 20

18カローリングスポーツ教室 金曜日
毎月1回 13：30～15：30 B&G海洋センター 制約なし 100円/回 300円/回 20

19カヌー体験教室 限定金曜 18：45～20：45 B&G海洋センタープール 小学5年生以上 3,000円/6回 4,000円/6回 10

20キンボールスポーツ教室 水曜日
月2回 18：30～20：30 国分寺小学校体育館 小学2～ 6年生 1,000円/月 1,000円/回 20

21 Jr.女子ソフトボール教室 土・日・祝 9：30～12：00 柴南公園グラウンド 小学生 2,000円/月 20

22 Jr.バレーボール教室 毎週木曜日 19：00～21：00 国分寺小学校体育館 小学2～ 6年生 1,500円/月 1,000円/回 20

23夏ハイキング 日曜日 7：00～18：00 県内外 小学生以上 200円/回
（経費自己負担）

700円/回
（経費自己負担） 25

24四季ウォーキング 日曜日 7：00～18：00 県内外 小学生以上 200円/回
（経費自己負担）

700円/回
（経費自己負担） 25

25スポーツフェスティバル 6月日曜 10：00～13：00 国分寺運動公園 制約なし 無料 無料 -

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】　 

投
票
日
に
仕
事
や
用
務
等
が
あ
る
方
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
の
裏
面
が
宣
誓
書
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
期
日
前
投
票
を
す
る
前

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

NPO法人 夢くらぶ国分寺NPO法人 夢くらぶ国分寺

Shimotsuke
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内

会
員
募
集

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い

つ
ま
で
も
、
よ
り
多
く
の
人
が

生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

し
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ

イ
ワ
イ
南
河
内
」
の
平
成
27
年

会
員
募
集
を
開
始
し
ま
す
。
会

員
に
な
る
と
下
表
に
記
載
の
ス

ポ
ー
ツ
教
室
・
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
ど
れ
で
も
い
く
つ
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

■
対
象

①
平
成
27
年
度
に
新
規
会
員
登

録
を
希
望
さ
れ
る
方

②
会
員
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方

（
要
会
員
証
・
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
）

■
申
し
込
み
方
法

①
新
規
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

は
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、

「
会
員
登
録
申
込
書
」
に
「
年

会
費
」
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

②
会
員
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方

は
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
で

「
年
会
費
」
を
納
入
し
て
く
だ

さ
い
。「
会
員
証
」
に
年
会
費

の
納
入
印
を
押
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
事

務
局

　

☎（
48
）５
４
０
１

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
、
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
い
つ
ま

で
も
を
実
践
す
る
た
め
に
、
年

会
費
の
み
で
す
べ
て
の
教
室
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
育
て
て

い
た
だ
く
、
地
域
の
た
め
の
ク

ラ
ブ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
健
康
を
維

持
し
ま
し
ょ
う
。

■年会費・傷害保険
会員種別 年会費

一般 10,000円
ジュニア（高校生以下） 7,000円
夫婦（ふたり） 16,000円
ファミリー（同居2人以上）一般・ジュニア会員
区分から2,000円引きしたものの合計額。ただし3
名以上は20,000円を上限とする。
※年会費に傷害保険料が含まれています。

■平成27年度実施予定の事業
№ スポーツ教室の種類 開催曜日 時間 会　　場 募　集　対　象

1 剣道
毎週火・金曜日 19：30～21：30

第二中柔剣道場 小学１年生～一般
第2・4日曜日 18：30～20：30

2 卓球（硬式とラージ） 毎週土曜日
（第5を除く） 13：00～15：00 南河内体育センター 小学３年生～一般

3 ミニバスケットボール 第2・4木曜日 19：00～21：00 薬師寺小体育館 小学3年生～中学3年生

4 バレーボール 毎週土曜日
（第5を除く） 10：30～12：30 南河内体育センター 小学2年生～中学3年生

5 バドミントン 第週月曜日
（第5を除く） 19：00～21：00 南河内体育センター 小学4年生～一般

6 ピラティス 第1・3水曜日 10：00～11：30 南河内公民館ほか 年齢制限なし
7 足腰元気アップ体操 第2・4木曜日 10：00～12：00 南河内体育センター 一般

8 シニアテニスサークル
第1・3日曜日 13：00～15：00

南河内テニスコート
原則として45歳以上の
初心者・初級者（水曜
は自主練習）毎週水曜日 9：30～11：30

9 キンボールスポーツ 第2・4水曜日 19：00～21：00 南河内体育センター 小学１年生～一般
10 社交ダンス 第1・3火曜日 19：00～21：00 南河内公民館 一般
11 フラダンス 第2・4金曜日 13：30～15：00 南河内東公民館 一般
12 カローリング 第3水曜日 10：00～12：00 南河内体育センター 一般
13 スポーツ吹矢 第2・4土曜日 15：30～17：00 南河内武道場ほか 小学１年生～一般
14 おためし教室 随時企画。新企画をお試しで月1回程度
15 トレッキング＆登山 自然散策に良い時期に、花のきれいな山等（年3回） 小学4年生～一般

16 各種イベント・講習会等 随時
ワイワイフェスティバルやスキーの
集いなど各種イベントや講習会を開
催（年齢制限なし）

年齢制限なし

※会員になると１～ 13のすべての教室に追加負担無しで参加できます。（14 ～ 16は別途参加費が必要です。）

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

８
１
８
（
弘
仁
9
）
年
に
、
下
野
国
分
寺
、
国
分
尼
寺
、
下
野
薬
師
寺
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
災
害
と
は
？

①
台
風　

②
火
災　

③
地
震

問
５
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「
平
成
27
年
度
版

生
涯
学
習
情
報
誌
エ
ー
ル
」

発
刊
の
お
知
ら
せ

　
「
平
成
27
年
度
版　

生
涯
学

習
情
報
誌
エ
ー
ル
」
を
3
月
中

旬
に
発
刊
し
ま
す
。

　
「
エ
ー
ル
」
は
「
く
ら
し
に

役
立
つ
学
び
の
応
援
団
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
自
分
ら
し
く
豊
か
な
人
生
を

送
る
た
め
の
、
多
様
な
講
座
の

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
今
年
度
か
ら
の
変
更
点

　

4
月
上
旬
と
し
て
い
た
、
各

公
民
館
講
座
の
申
し
込
み
締
め

切
り
を
前
・
後
期
の
２
回
に
変

更
し
、
受
講
し
や
す
く
し
ま
し

た
。

に
は
自
治
会
を
通
じ
て
各
戸
配

布
し
ま
す
。

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

生
涯
学
習
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
版
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

ま
ち
づ
く
り
リ
ク
エ
ス
ト
講
座

「
お
伝
え
し
ま
す
！

下
野
市
の
こ
と
」

　　

市
民
の
皆
さ
ま
に
、
下
野
市

の
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
「
ま
ち
づ
く
り
リ
ク
エ

ス
ト
講
座
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
市
の
各
種

計
画
や
制
度
、
財
政
、
健
康
、

福
祉
、
観
光
、
文
化
財
な
ど
の

様
々
な
情
報
を
、
主
に
市
の
職

員
が
講
師
と
な
っ
て
、
わ
か
り

や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
情
報
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
対
象

　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

者
の
概
ね
5
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
が
対
象
で
す
。

※
受
講
す
る
た
め
に
集
ま
っ
た

グ
ル
ー
プ
で
も
可
。

◎
前
期
申
込
期
限

（
8
月
以
前
に
開
講
す
る
講
座
）

　

4
月
11
日
㈯

◎
後
期
申
込
期
限

（
9
月
以
後
に
開
講
す
る
講
座
）

　

7
月
31
日
㈮

※
詳
し
く
は
エ
ー
ル
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
掲
載
内
容

　

生
涯
学
習
課
関
連
の
講
座
内

容
や
日
程
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

・ 

生
涯
学
習
課

・ 

公
民
館

・ 

図
書
館

・ 

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
配
布
方
法

　

3
月
中
旬
に
次
の
方
法
で
配

布
し
ま
す
。

①
最
寄
り
の
施
設
窓
口

・ 

各
公
民
館

・ 

各
図
書
館

・ 

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

・ 

各
庁
舎
窓
口

②
各
戸
配
布

　

自
治
会
加
入
さ
れ
て
い
る
方

■
開
催
場
所

　

自
治
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど

※
会
場
の
予
約
等
は
申
込
者
が

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
時
間

　

午
前
9
時
〜
午
後
9
時
ま
で
。

1
グ
ル
ー
プ
1
日
2
講
座
ま
で

受
講
で
き
ま
す
。

※
1
講
座
は
概
ね
2
時
間
以
内

■
講
師
料　

無
料

※
講
座
に
よ
っ
て
は
材
料
費
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み

　

開
催
希
望
日
の
1
か
月
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
担
当
課
と
日
程
調
整
を
行
い

ま
す
。
事
前
に
第
3
希
望
日
ま

で
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
主
な
講
座

・  

考
古
学
的
視
点
で
み
た
下
野
市

・ 

ふ
く
べ
細
工
作
り

・ 

所
得
税
・
住
民
税
の
し
く
み

・  

下
野
市
産
業
振
興
計
画
に
つ

い
て

・ 

下
野
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

・ 

下
野
市
の
水

・  

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
と

受
け
ら
れ
る
給
付

・ 

幼
児
の
発
達
支
援

・ 
寝
た
き
り
予
防
健
康
講
座

・  
介
護
保
険
制
度
の
概
要
に
つ

い
て

・ 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

・ 

女
性
の
健
康

・ 

下
野
市
の
ス
ポ
ー
ツ

・ 

ご
み
問
題
を
考
え
よ
う

・ 

消
費
者
講
座　

く
ら
し
編

・ 

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
講
座

・ 

下
野
市
の
家
計
簿

・ 

総
合
計
画
に
つ
い
て

・  

下
野
市
観
光
振
興
計
画
に
つ

い
て

・ 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
－

生
涯
学
習
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

－

・  

市
民
活
動
補
助
事
業
を
活
用

し
よ
う

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】　

こ
の
年
、
関
東
で
大
き
な
地
震
が
あ
り
、
現
在
の
下
野
市
で
も
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

女
性
の
健
康（健

康
増
進
課
）

　

女
性
特
有
の
健
康
問
題

に
つ
い
て
職
員
が
解
説
す

る
講
座
で
す
。

　

写
真
は
、
健
康
づ
く
り

と
食
事
に
つ
い
て
の
講
座

の
模
様
で
、
骨
粗
し
ょ
う

症
予
防
の
た
め
の
お
や
つ

（
杏
仁
豆
腐
）
の
試
食
も

あ
り
ま
し
た
。

　

医
食
同
源
で
す
ね
！

平成27年度版
生涯学習情報誌エールの

表紙（イメージ）
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・  

自
治
基
本
条
例
っ
て
な
ん
だ

ろ
う

・  
協
働
と
は
〜
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
〜

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

■
持
ち
物

　

小
皿
１
枚
、水
入
れ
２
個
（
空

ビ
ン
な
ど
）、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
絵

の
具
や
顔
料
（
持
っ
て
い
る
方
）

■
受
付

　

３
月
23
日
㈪
〜
４
月
９
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作

相
談
窓
口
開
設

　

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
等
の
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
に
つ
い
て
、

月
に
１
回
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

■
４
月
の
窓
口
開
設
日

　

４
月
６
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

■
５
月
の
窓
口
開
設
日

　

５
月
11
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

■
６
月
の
窓
口
開
設
日

　

６
月
１
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

■
相
談
受
付

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

「
楽
し
い
絵
手
紙
講
座
」

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
主
企
画
講
座

　

は
が
き
一
枚
の
中
に
、
季
節

感
や
自
分
の
想
い
を
書
き
残
す

絵
手
紙
。
小
さ
く
て
も
奥
の
深

い
芸
術
の
世
界
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
日
時
と
内
容

４
月
14
日
㈫

　

ピ
ー
マ
ン
を
描
こ
う

４
月
21
日
㈫

　

り
ん
ご
を
描
こ
う

４
月
28
日
㈫

　

季
節
の
花
を
描
こ
う

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

15
名
（
先
着
順
）

■
材
料
費　

１
回
１
０
０
円

■
講
師　

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　

荒
川　

友
見
子　

氏

Ｙ
Ｏ
Ｕ
が
お
de
コ
ラ
ボ

（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
）

「
と
ち
ぎ
県
政
出
前
講
座
」

で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
利

用
登
録
団
体
や
生
涯
学
習
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
団
体
・
個
人
）
の

参
加
者
が
交
流
を
図
り
、
相
互

に
連
携
協
力
し
て
地
域
課
題
に

取
り
組
む
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
が
お

de
コ
ラ
ボ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
と
ち
ぎ
県
政
出
前

講
座
の
「
協
働
・
社
会
貢
献
活

動
に
つ
い
て
」、
県
民
生
活
部

県
民
文
化
課
県
民
協
働
推
進
室

の
担
当
者
か
ら
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
協
働
」
に
よ
る
と
ち
ぎ
づ

く
り
と
い
う
こ
と
で
、
担
当
者

か
ら
協
働
の
概
念
、
栃
木
県
に

お
け
る
「
協
働
」
の
定
義
、
必

要
性
、
効
果
、
事
例
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
協
働
」
す
る
際
に

も
コ
ツ
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
「
お
互
い
に
共
通
の
ル
ー
ル

が
必
要
、
他
者
の
意
見
を
最
後

ま
で
聞
く
、
対
等
な
立
場
で
議

論
す
る
、
協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
置
く
」
な
ど
具
体
的
に

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

21
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た

が
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
今
回
の
県
政
出
前
講
座
は

有
効
だ
っ
た
。『
協
働
』
に
つ

い
て
概
念
的
に
理
解
し
て
い
る

つ
も
り
だ
っ
た
が
、
こ
の
講
義

で
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。」

　
「
特
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
だ
と

思
う
。
幅
広
い
見
識
と
公
平
感

を
持
ち
、
統
括
で
き
る
人
。『
協

働
』
に
よ
る
事
業
の
成
否
は

ま
さ
に
こ
こ
に
か
か
っ
て
い
る

と
思
え
る
。
大
変
参
考
に
な
っ

た
。」

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
、

こ
う
し
た
市
民
活
動
の
支
援
を

行
い
、
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

自
治
基
本
条
例
っ
て

な
ん
だ
ろ
う（総

合
政
策
課
）

　

平
成
26
年
4
月
に
施
行

さ
れ
た
同
条
例
の
基
本
理

念
や
内
容
に
つ
い
て
職
員

が
解
説
し
ま
す
。

　

写
真
は
、
自
治
基
本
条

例
検
討
委
員
の
方
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
職
員
と
一
緒

に
講
師
を
務
め
て
く
だ

さ
っ
た
時
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ぞ
協
働
で
す
ね
！

ゆうがおネット
情報発信会員募集中
　会員になると、団
体紹介や活動状況、
イベント情報、メン
バー募集などの情報
を発信できます。ぜ
ひご活用ください。

講師の作品

講座のようす

Shimotsuke
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　　南河内図書館　　
■読書会　
3月14日㈯　午前10時～
テキスト／塩野七生 著「イタリアからの手紙」
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
3月14日㈯　①午前10時～　②午前11時～
①絵　本「パンダ銭湯」「おおやまさん」ほか
②絵　本「クマ、クマ、クマがいっぱい」ほか
3月28日㈯　①午後2時～　②午後3時～
①絵　本「14ひきのぴくにっく」ほか
②絵　本「おねしょのかみさま」ほか
■赤ちゃんといっしょ！
　～ 絵本とベビーマッサージ ～
ベビーマッサージでリフレッシュした後、絵本
の紹介や読み語りを楽しみましょう。
3月19日㈭　午前10時30分～（約1時間）
講　師：有野なつみ 先生（ＲＴＡ認定講師）
対　象：0歳児（生後2か月～）と保護者
用意するもの：バスタオル1枚
定　員：6組（※要申込み）／参加無料

　　石橋図書館　　
■大人シネマクラブ　2階視聴覚室
3月2日㈪　あまちゃん総集編・前編
「おら、この海が好きだ！」（90分）
3月9日㈪　あまちゃん総集編・後編
「おらたち、熱いよね！」（90分）
※上映は両日共に午後2時から開始します。
※申込み不要／詳細は石橋図書館まで
■おはなし会　1階おはなしコーナー
3月7日㈯　午前11時～
3月21日㈯　午前11時～
■ちいさなおはなし会　1階おはなしコーナー
3月16日㈪　午前10時30分～（約30分）
対　象：乳幼児と保護者
内　容：絵本の読み聞かせ、手遊びなど
■読書会　2階視聴覚室
3月11日㈬　午前10時～
テキスト／高樹のぶ子 著「花弁を光に透かし
て」
■映画会　2階視聴覚室
3月14日㈯　「あらしのよるに　1」（50分）
3月28日㈯　「あらしのよるに　2」（75分）
※上映会は両日共に午前10時30分から開催しま
す。

　　国分寺図書館　　
■ひなまつり会　2階視聴覚室
3月1日㈰　午前10時30分～ 11時30分
琴の演奏  ～一緒に歌を歌いましょう～
バルーン実演・プレゼント！
定　員：30名（※要申込み）／参加無料 
■新聞コラム書き写しの会
午前9時からの書き写しの後に講演を行います
3月6日㈮　午前10時～ 12時
「作家うしろよしあきさんと俳句を作ろう」
3月20日㈮　午前9時30分～ 10時30分
「介護福祉の現場から」
定　員：各回20名（※要申込み）／参加無料 
■本とあそぼう「全国訪問おはなし隊」
3月7日㈯　午後2時30分～ 3時35分
定　員：30名（※要申込み）／参加無料
※玄関前駐車場にキャラバンカーがきますので
来館者は南側駐車場をご利用ください
■お話ポケットの会のおはなし会
3月14日㈯　午後2時～
絵　本：「パンツのはきかた」　ほか
■読書会　2階視聴覚室
3月21日㈯　午前10時～
テキスト／森　瑤子 著「家族の肖像」
■スタッフによるお楽しみ会
3月28日㈯　10時30分～

進学、就職、転勤等にともない、住所や連
絡先が変わった方は、変更届を忘れずに！
届出には、利用者カードと新しい住所等が確
認できるもの（免許証、保険証等）をご持参
ください。その他、登録内容に変更が生じた
ら、速やかに変更届をお願いします。

ＱＲコード

利用案内
■3月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
悲嘆の門（上・下）（石） … 宮部みゆき

日本を縦断する戦慄の殺人事件が発生する。果たして
犯人は？ベストセラー『英雄の書』に続く待望の新刊。

パノララ（石） … 柴崎 友香
密室館殺人事件－名探偵の証明－（南）
 … 市川 哲也
店長がいっぱい（南） … 山本 幸久
ゆるい生活（国） … 群 ようこ
経済と人間の旅（国） … 宇沢 弘文
＜児童書＞
しっぽがぴん（石） … おくはらゆめ
ルルとララのフレンチトースト（石） … あんびるやすこ
オレときいろ（南） … ミロコマチコ
魔女と黒い鏡（南） … ルース・チュウ
それいけ！ぼっこくん（国） … 富安 陽子
仙人のおしえ（国） … おざわとしお
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館どこで
も貸出（貸出中は予約）が可能です。

Library Inform
ation
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

新しい自分

3月は別れ、旅立ちの季節。就職や進
学、転勤・転職などで新たなスタート
を迎える人も多いことでしょう。いく
つになってもスタートを切るときは悩ん
だり迷ったりするものです。そん
な人に贈る本を「新しい自分」を
テーマにご紹介します。

だから荒野

桐野  夏生 著
毎日新聞社

宇宙を目指して
海を渡る

小野 雅裕 著
東洋経済新報社

新しいパパの
働き方

NPO法人ファ
ザーリング ･
ジャパン 著
学研教育出版

大学生活の迷い
方－女子寮ドタ
バタ日記－

蒔田 直子 著
岩波書店

Annie アニー

トーマス・ミー
ハン 著
三辺 律子 訳
あすなろ書房

生きるヒント１
自分の人生を愛
するための 12 章

五木 寛之 著
文化出版局

46歳の誕生日。身勝手な夫や息子たちと決
別し、主婦・朋美は 1200 キロの旅路へ。「家
族」という荒野を生きる孤独と希望を描く。
 （国）（石）

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

宇宙開発に憧れた一人の青年が夢の為に留学
し、くじけながらもその過程で得た知見や哲
学、職を得るまでのノウハウが書かれていま
す。 （石）

「仕事も家庭も！」これは女性だけの問題で
はありません。育児に限らず、新しい暮らし
方・考え方として幅広い世代の方にお勧めし
ます。 ( 石 )

この本は「迷わない生き方の指南書」ではな
い。寮母として見守ってきた著者による、迷
いもがきながら自分の生き方を模索する女子
大生たちの実録である。 （南）

想像を絶する苦難の旅でも、何があろうと明
日を信じて明るく生きる少女・アニー。ミュー
ジカルや映画では描ききれなかった “ ア
ニー ” の全てがこの一冊に！ （南）

五木寛之が、現代の迷える人々に希望を見つ
め前進するための「生きるヒント」を届ける。
１は、「歓ぶ」「悲しむ」「買う」「笑う」「占う」
など 12のレッスンを収録する。
 （国）（南）（石）

坐禅ガール

田口ランディ　著
祥伝社

本当の自分が見つけられない 30 代無職女子、悩みを捨
てきれぬ 40 代女流作家の不思議な出会い。鬼才・田口
ランディが「坐禅」をとおして描く、尽きせぬ煩悩に効
く物語。 （国）

読書人
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「
陰
徳
陽
報
」・
・
・

　
『
淮え
な
ん
じ

南
子
』
人じ
ん
か
ん間
訓く
ん

（
古
代
中

国
の
故
事
）。
意
味
は
「
人
知
れ

ず
善
い
行
い
を
す
る
者
は
、
必
ず

誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
良
い
報
い

が
あ
る
。」H

e that sow
s good 

seed shall reap good corn.（
よ

い
種
を
撒
く
者
は
よ
い
麦
を
収
穫

す
る
）。「
陰
徳
陽
報
」
は
市
内
中

学
校
の
あ
る
部
活
動
で
「
コ
ツ
コ

ツ
練
習
す
れ
ば
必
ず
勝
て
る
」
と

応
援
の
横
断
幕
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
月
二
四
日
に
「
第
九
回
下
野
市
教
育
の

つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
、
市
内
出
身
の
小
中
高

等
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
中
か
ら
文
化
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
残
さ
れ

た
、
あ
る
い
は
日
頃
の
善
行
を
認
め
ら
れ
た

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆

さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
式
典

の
際
、
来
賓
の
ご
祝
辞
に
「
子
供
た
ち
は
下

野
市
に
と
っ
て
宝
で
す
。」
と
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
祝
辞
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
ご

列
席
の
保
護
者
の
方
々
の
お
顔
を
拝
見
し
た

と
こ
ろ
、皆
様
満
面
の
笑
み
を
湛た

た

え
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。こ
の
時
の
保
護
者
の
皆
様
は
、

ま
さ
に
山や

ま
の
う
え
の
お
く
ら

上
憶
良
と
同
じ
ご
心
境
の
こ
と
と

拝
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
歌
は
、

筑ち
く
ぜ
ん前

（
現
在
の
福
岡
県
の
一
部
）
国こ

く

守し
ゅ

（
現

在
の
県
知
事
相
当
）
時
代
、
視
察
の
途
中
に

作
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
、
子
を
思
う

親
の
気
持
ち
が
素
直
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
歌
は
反は
ん
か歌
で
あ
り
、
こ
の
前
に
関
連
す

る
歌
が
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

子
等
を
思
ふ
歌
一
首
、
ま
た
序

「
瓜
食は

め
ば
子
ど
も
思
ほ
ゆ　

栗
食
め
ば
ま
し

て
偲し

の

は
ゆ　

い
づ
く
よ
り　

来
り
し
も
の
ぞ

　

眼ま
な
か
ひ交

に　

も
と
な
か
か
り
て
安や
す
い眠

し
寝な

さ

ぬ
」
巻
の
五
（
八
〇
三
）

　

こ
の
後
に
反
歌

「
銀
し
ろ
か
ねも

金く
が
ねも

玉
も
何
せ
む
に
ま
さ
れ
る
宝　

子

に
し
か
め
や
も
」
巻
の
五
（
八
〇
三
）

と
続
き
ま
す
。
最
初
の
歌
の
意
味
は
、「
旅
先

で
瓜
を
出
さ
れ
て
食
べ
て
い
る
と
瓜
が
好
物

な
子
ど
も
の
顔
が
思
い
出
さ
れ
、
次
に
栗
を

出
さ
れ
て
食
べ
る
と
、
い
っ
そ
う
子
ど
も
の

顔
が
思
い
出
さ
れ
る
。
子
ど
も
と
は
ど
こ
か

ら
や
っ
て
き
た
賜た
ま
も
の物
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
顔

が
ま
ぶ
た
の
う
ち
に
焼
き
つ
い
て
、
寝
る
こ

と
も
で
き
な
い
。」

　

反
歌

「
金
や
銀
や
そ
の
他
の
宝
物
が
な
ん
だ
ろ
う
か
。

私
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
の
は
子
供
な
の
だ

よ
」

と
続
く
わ
け
で
す
。
実
に
慈
愛
に
満
ち
た
人

間
の
情
愛
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

万
葉
集
に
は
、
柿
か
き
の
も
と本

人ひ
と
ま
ろ

麻
呂
、
山や
ま
べ
の
あ
か
ひ
と

部
赤
人

を
筆
頭
に
し
て
、
男
女
の
愛
を
歌
っ
た

相そ
う
も
ん
か

聞
歌
が
多
数
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、山
上
憶
良
の
作
品
に
は
男
女
の
愛
を
歌
っ

た
も
の
は
無
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

代
わ
り
の
よ
う
に
憶
良
は
子
ど
も
を
思
う
歌

を
多
く
残
し
て
い
ま
す
。
万
葉
集
巻
二
に
は
、

大だ
ざ
い
ふ

宰
府
（
現
在
の
福
岡
県
に
あ
っ
た
九
州
を

統
括
す
る
役
所
で
、
現
在
の
外
務
省
的
機
能

も
併
せ
持
っ
た
組
織
）
時
代
に
大お
お
と
も
の
た
び
と

伴
旅
人
の

催
し
た
宴
会
を
中
座
す
る
言
い
訳
と
し
て
即

興
で
作
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
歌
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

山
上
臣お
み

憶
良
が
宴う
た
げ

よ
り
罷ま
か

る
と
き
の
歌
一

首「憶
良
ら
は
今
は
罷
ら
む　

子
泣
く
ら
む　

其
も
彼
の
母
も
吾
を
待
つ
ら
む
そ
」
巻
の
二

（
三
三
七
）

　
「
幼
い
子
や
そ
の
母
が
、
私
の
帰
り
を
今
か

今
か
と
待
っ
て
い
ま
す
の
で
こ
こ
ら
で
中
座

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
上
司
に
対
す
る

な
か
な
か
見
事
な
言
い
訳
で
す
。
年
度
末
か

ら
年
度
初
め
の
歓
送
迎
会
な
ど
で
遅
く
な
る

世
の
お
父
さ
ん
方
、
憶
良
の
言
い
訳
を
参
考

に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

卒
業
・
入
学
や
転
勤
な
ど
で
お
子
さ
ん
と
離

れ
て
暮
ら
す
保
護
者
の
皆
様
、
お
忙
し
い
時

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
子
さ
ん
と
の
大
切

な
時
間
を
有
意
義
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

陰
徳
有
る
者
は
必
ず
陽
報
有
り

太宰府出土瓦の文様
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下
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下
野
市
教
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委
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課
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今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん(

小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

第９回下野薬師寺跡史跡まつり…P39

第36回天平の花まつり…P40

新しいこども医療費受給資格者証を発送します…P42
市制施行10周年記念市民提案事業・
下野市市民活動補助事業を募集 …P46

平成27年度ふれあい館水泳教室参加者募集…P46

月 火 水 木 金 土 日
3/1

とらきよ ゆうた ももちゃん 和香

2 3 4 5 6 7 8
市民人権講座
②（2・30）

つくし子育
て巡回相談
（3･22）

アコーディ
オン「歌声」
（2･36）

人・まちづくり講演会
（2･30）
フランス料理教室（3・52）

第９回下野薬師寺史跡ま
つり（3･39）
下野オープンキンボール
スポーツ大会（1･20）
イースター・エッグ・イベ
ント（3・52）

9 10 11 12 13 14 15
語学講座受付
開始日（3・26）

こうたくん

フレッシュマ
マ・パパ教室
（1･15）
在宅医療講演
会（3・38）

がん患者と家
族のサロン
（2･40）
市民人権講座
③（2・30）

花と緑のボラ
ンティア講座
（2･30）

第26回イブニングライズ
いしばし（3・38）
市民活動補助事業実績報
告・募集説明会（2・9）

クラブ対抗テニス大会
（2･29）

16 17 18 19 20 21 22
所得税・市県民
税申告相談最
終日（1・9）
しもつけ大人
の部活動
（3・45）

多重債務者等
の無料相談会
（3・48）
スマートチャ
レンジ教室
（3・22）
市民人権講座
④（2・30）

大卒等合同企
業説明会
（3・48）
みるく子育て
巡回相談
（3・22）
腕試しゴルフ
会（3・27）

ヘルシー
スタート教室
（3・22）

第36回天平の
花まつり開始
日（5月6日ま
で）（3・40）
語学講座受付
最終日（3・26）

普通救命講習会（3・40） グリムの森ネイチャー
ゲーム春（3・38）

23 24 25 26 27 28 29
みそ汁塩分測
定会（3・22）

りゅうたくん

司法書士無料
法律相談会
（3・48）
献血（3・22）

行政書士無料
専門相談会
（3・48）

働く人のメン
タルヘルス相
談（2・48）

夢くらぶ国分寺ウォーキ
ング（3・28）

30 31 4/1 2 3 4 5

りょうくん

ジュニアゴル
フ大会（3・27）

ゆい

シングルテニス大会
（3・27）

6 7 8 9 10 11 12
パソコン基本
操作相談
（3・33）

レディース＆シ
ニアゴルフ大
会（3・27）

しもつけジュニアオーケ
ストラ体験レッスン
（3・47）

栃木県議会議員選挙投票
日（3・4）

今月誕生日の児童を掲載しています。
掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

３月誕生日のみんな！
おめでとう

農業用軽油免税申請（2･38） 

シルバー大学校作品展（3・40） 市民課窓口の土日開庁（3・14） 

栃木県議会議員選挙期日前投票期間（3・4） 

栃木県議会議員選挙期日前投票期間（3・4） 

市民課窓口の土日開庁（3・14） 

小学生春休み短期水泳教室（3・46） 

小学生春休み短期水泳教室（3・46） 
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イ
ベ
ン
ト

在
宅
医
療
講
演
会

「
や
っ
ぱ
、在
宅
医
療
だ
ん
べ
ぇ
」

　

〜
在
宅
医
療
っ
て
何
す
っ
か
、知
っ
て
っ
け
？
〜

3/11■
日
時

３
月
11
日
㈬

午
後
０
時
30
分　

開
場

午
後
１
時　

開
演

○
第
１
部 

講
話

「
在
宅
医
療
の
現
場
か
ら
」

つ
る
か
め
診
療
所

所
長 

鶴
岡
優
子
先
生

○
第
２
部

三
遊
亭
歌
橘
師
匠
の

落
語
講
演

■
会
場

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

（
下
野
市
下
古
山
1
2
2
0
）

■
参
加
費　

無
料

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

事
前
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎（
22
）０
３
０
２

　

（
22
）８
４
０
３

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

　

（
52
）３
７
１
２

自
然
の
森
に
親
し
も
う

〜
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
春
〜

3/22

一
緒
に
森
で
ゲ
ー
ム
を
し
な
が

ら
、
自
然
の
仕
組
み
や
不
思
議
を

知
ろ
う
。

○
ミ
ク
ロ
ハ
イ
ク

虫
め
が
ね
を
使
っ
て
、
足
も
と

に
広
が
る
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
探
検

し
よ
う
！

○
ク
ラ
フ
ト
工
作

木
の
枝
や
実
を
使
っ
て
、
工
作

を
し
よ
う
！

■
日
時

３
月
22
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

グ
リ
ム
の
森
（
天
候
等
の
状
況

に
よ
っ
て
は
屋
内
で
お
こ
な
い
ま

す
）

■
定
員

20
名
程
度

■
対
象

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）１
１
８
０

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

第26回イブニングライズいしばし

■日　時　３月１４日㈯
　　　　　午前10時～午後５時（雨天決行）
■入場料　無料
■場　所　石橋商工会（下野市石橋７９０－１７）

　今年で26回目となる「イブニングライズいしばし」
は、従来より大幅にパワーアップ！来場者参加型の「し
もつけご当地グルメ」の開発・投票を行うことに加え、
下野市を中心に、栃木県内の質の高いグルメ等が10店舗
以上集結します。
　さらに、ステージでは電撃ネットワークのギュウゾウ
氏と喋り屋永井塁プロデュースによる、プロのお笑い芸
人がしのぎを削る「しもつけお笑いグランプリ」が繰り
広げられ、とちおとめ25が会場を甘い熱気で包んでくれ
ることでしょう。
　来場者参加型の新たなイベントで一緒に楽しみましょ
う！
■問い合わせ先　イブニングライズいしばし実行委員会
　　　　　　　　（石橋商工会）☎53－0463

三
さんゆうてい

遊亭歌
か き つ

橘師匠
＜プロフィール＞
栃木県足利市出身。
15歳で三代目三遊亭圓歌に
入門
2008年栃木県内初の真打昇
進と同時に『三代目三遊亭
歌橘』襲名
2014年『とちぎ未来大使』、
『あしかが輝き大使』就任
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シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校

同
窓
会

「
第
８
回
作
品
展
」

3/26・27■
日
時

１
日
目　

３
月
26
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

２
日
目　

３
月
27
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
会
場

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
南

校
体
育
館
（
栃
木
市
神
田
町

9
-4
0
）

■
内
容

書
道
、
絵
画
、
日
光
彫
、
陶
芸
、

写
真
、
絵
手
紙
、
手
工
芸
、
俳
句

等
を
展
示
し
ま
す
。
即
売
コ
ー
ナ

ー
、
休
憩
所
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

作
品
展
実
行
委
員
会

委
員
長　

荻
原　

二
三
雄

☎
0
2
8
2（
82
）6
5
4
0

事
務
局
長　

齋
藤　

晴
夫

☎（
28
）7
5
0
0

お
知
ら
せ

ご
寄
付
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

北
日
本
ガ
ス
株
式
会
社
様
か
ら
、

金
50
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。濱

野
キ
ヨ
様
（
上
三
川
町
）
か

ら
、
金
50
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

普
通
救
命（
定
期
）

講
習
会

■
日
時　

３
月
21
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所　

石
橋
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

■
内
容　

救
命
手
当
て
の
必
要
性

に
つ
い
て
、心
肺
蘇
生
法
（
実
技
）、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど

■
費
用　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

警
防
課
救
急
救
助
係

☎（
53
）６
１
６
７

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

第36回 天平の花まつり
めまで淡墨桜　3月下旬～4月初

八重桜　4月中旬～下旬
つつじ　4月下旬～5月上旬

花の見ごろ

3月20日   ～5月6日金 水

花まつり第36回

片道1,000円
定額タクシー運行中！
小金井駅（西口）

花まつり会場
駐車場有料期
4月10日（金）～
　　4月30日（木）
■JR宇都宮線小金井駅西
口より約3km

　(小金井駅西口オアシスポ
ッポ館に貸自転車有り)
■東武線新栃木駅より約
10km

■東武線壬生駅より約5km
■東北自動車道栃木I.C.よ
り約12km
■北関東自動車道壬生I.C.
より約10km

▲花まつりHP
http://www.shimotsuke-ta.com/

一般社団法人下野市観光協会
☎0285-39-6900　　

お問い合せ

一般社団法人下野市観光協会／下野市／花まつり出店協力会主　催

下野市商工会／石橋商工会共　催

後　援 栃木県観光物産協会／JR東日本大宮支社／東武鉄道株式会社

3/20［金］～5/ 6［水］
3/28［土］・3/29［日］

・4/26［日］

4/10［金］～4/30［木］
4/12［日］
4/12［日］
4/17［金］
4/18［土］

4/25［土］

4/26［日］
4/ 4［土］～5/ 6［水］
4/10［金］・4/20［月］
4/11 ～26の土・日開催

市内商工会の出店
催し物 ※この催しは予告なしに変更する場合があります。

野点
駅からハイキング
手裏剣戦隊ニンニンジャーショー
下野ブランド抽選会
安倍里葎子歌謡ショー
とちおとめ25ショー

いちおしグルメ選手権ファイナル表彰式
雷様剣士ダイジ（サイン会・握手会）
あすか美生歌謡ショー

 

お笑いライブ（永井塁のモノマネ・漫談＆漫才）
坊っちゃん列車・ミニ新幹線運行
いちおしグルメ選手権ファイナル
子ども遊び広場

4/18［土］（雨天時は19［日］） 野点（カラクリ水車前）

〒329-0417 栃木県下野市国分寺993-1

交　通

44

18

駅
生
壬

道
鉄
武
東

川
姿

市
野
下

舎
庁
寺
分
国

線
号
４
道
国

川
思

駅
大
医
治
自

線
宮
都
宇
Ｒ
Ｊ

駅
井
金
小

蔓巻公園
つる まき花見ヶ岡

交差点

花まつり
会場

オアシス
ポッポ館
オアシス
ポッポ館

2
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軽
自
動
車
の
廃
車
の
手
続
き
は

３
月
31
日
ま
で
に
！

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
時
点
の
所
有
者
の
方
に
課
税
に

な
り
ま
す
。
軽
自
動
車
（
農
耕
車
、

原
付
バ
イ
ク
を
含
む
）
を
所
有
し

な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に

廃
車
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
月
割
課
税
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。）各種

軽
自
動
車
廃
車
手
続
き
場

所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
市
役
所
各
市
民
課
窓
口

・ 

原
付
（
1
2
5
㏄
以
下
の
バ
イ

ク
）

・
農
耕
車

■
関
東
運
輸
局　

栃
木
運
輸
支
局

・ 

二
輪
（
側
車
付
の
も
の
を
含

む
）

・
二
輪
の
小
型
自
動
車

■
軽
自
動
車
検
査
協
会
栃
木
事
務

所・
三
輪

・ 

四
輪
（ 

乗
用
・
貨
物
、
自
家

用
・
営
業
用
）

・
ボ
ー
ト
ト
レ
ー
ラ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

☎（
40
）５
５
５
４

手
話
通
訳
等
養
成
講
習
会
の

お
知
ら
せ

下
野
市
・
小
山
市
・
野
木
町
合

同
に
よ
る
手
話
通
訳
等
養
成
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
を
希
望

す
る
方
は
、
３
月
17
日
㈫
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
入
門
基
礎
講
座
（
全
37
回
）】

■
日
時

４
月
18
日
〜
２
月
６
日
の
土
曜

日
、
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
会
場

　

小
山
市
し
ら
さ
ぎ
館　

ほ
か

■
対
象
と
定
員

初
め
て
手
話
を
学
び
、
手
話
を

段
階
的
に
学
び
た
い
方
、
も
し
く

は
「（
旧
）
入
門
」
課
程
修
了
者

20
名（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
）　

６
，０
０
０
円

【 

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
（
全

24
回
）】

■
日
時

４
月
18
日
〜
12
月
５
日
の
土
曜

日
、
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
会
場

小
山
市
し
ら
さ
ぎ
館　

ほ
か

■
対
象
・
定
員

「（
新
）
入
門
基
礎
」
講
座
修
了

者
、「（
旧
）
基
礎
」
講
座
修
了
者
、

も
し
く
は
相
応
の
経
験
者
10
名

（
事
前
面
接
あ
り
）

■
受
講
料　

実
費

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
２

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
友
愛

館
に
休
館
日
が
設
け
ら
れ
ま
す

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
友
愛
館
に

休
館
日
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

施
設
ご
利
用
の
際
に
は
直
接
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
友
愛
館
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
休
館
日

・
毎
週
水
曜
日

・
８
月
13
日
〜
８
月
16
日

・
12
月
29
日
〜
１
月
3
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
友
愛

館　

☎（
40
）8
1
1
1

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）5
5
5
5

あなたの税が未来を拓く
市町村税滞納ぼく滅月間2015

県内一斉の取組
　納税の公平と税収の確保を図るため、３～５月を「市町村税滞納
ぼく滅月間2015」として、栃木県との協働により、県内一斉に徴収の
強化に取り組みます。

自主的な納付をお願いします
　市は、自主的な納税を期待してい
ます。期限を過ぎても納付がない場
合は財産の滞納処分（差押・公売な
ど）をしなければなりません。滞納処
分をしなくてもよいように、皆さんの
自主的な納税をお願いします。納付
が困難な場合は、早めに納付の相談
をしてください。

　市町村税はわたし
たちの身近なところ
でみんなの暮らしを
支えています。
　未納の税金は速
やかに納税してくだ
さい。
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り
災
証
明
書
の

新
規
発
行
再
開
に
つ
い
て

３
月
２
日
よ
り
、
復
興
庁
「
住

ま
い
の
復
興
給
付
金
」
申
請
等
に

必
要
と
な
る
「
り
災
証
明
書
」
の

新
規
発
行
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※ 

申
請
時
に
は
、
り
災
状
況
の
分

か
る
写
真
の
添
付
が
必
要
で
す
。

■
申
請
窓
口

　

生
活
安
全
課
（
国
分
寺
庁
舎
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

新
し
い
こ
ど
も
医
療

費
受
給
資
格
者
証
を

発
送
し
ま
す

平
成
27
年
４
月
の
栃
木
県
こ
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
改
正
に
伴

い
、
未
就
学
ま
で
の
お
子
様
に
新

し
い
受
給
資
格
者
証
（
以
下
「
資

格
者
証
」
と
い
う
。）
を
お
送
り

し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に

就
学
を
予
定
さ
れ
て
い
る
お
子
様

に
も
新
し
い
資
格
者
証
を
送
付
し

ま
す
。
い
ず
れ
の
資
格
者
証
も
３

月
下
旬
の
発
送
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

■ 

対
象
者
と
発
送
す
る
資
格
者
証

の
色

・
未
就
学
の
お
子
様
…
ピ
ン
ク
色

・ 

平
成
27
年
度
に
就
学
を
予
定
さ

れ
て
い
る
お
子
様
…
ベ
ー
ジ
ュ
色

※ 

平
成
26
年
度
時
点
で
小
学
生
以

上
の
お
子
様
は
、
現
在
お
持
ち

の
資
格
者
証
（
ベ
ー
ジ
ュ
色
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
利
用
方
法

○ 

ピ
ン
ク
色
の
資
格
者
証
の
お
子
様

県
内
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す

る
場
合
は
、
お
子
様
の
健
康
保
険

証
と
あ
わ
せ
て
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
保
険
診
療
の
自
己
負

担
金
を
支
払
わ
ず
に
受
診
で
き
ま

す
。（
現
物
給
付
）

県
外
の
医
療
機
関
及
び
県
内
の

一
部
医
療
機
関
（
整
骨
院
・
接
骨

院
で
の
柔
道
整
復
関
係
等
）
を
受

診
す
る
場
合
は
、
保
険
診
療
の
自

己
負
担
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、

診
療
月
の
翌
月
か
ら
１
年
以
内
に

こ
ど
も
医
療
費
助
成
申
請
書
で
市

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
償
還

払
い
）

○ 

ベ
ー
ジ
ュ
色
の
資
格
者
証
の
お

子
様

県
内
受
診
、
県
外
受
診
と
も
に

償
還
払
い
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

■
注
意
事
項

新
し
い
資
格
者
証
は
４
月
１
日

か
ら
有
効
で
す
。
３
月
中
は
現
在

お
持
ち
の
資
格
者
証
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

☎（
52
）1
1
1
2

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を

交
付
し
ま
す

通
院
等
で
通
常
の
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
障
が
い

者
等
の
外
出
支
援
の
た
め
、
タ
ク

シ
ー
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
期
間

平
成
27
年
４
月
１
日

〜
平
成
28
年
３
月
31
日

※ 

１
年
間
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
年
１
回
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

① 

１
・
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方

② 

１
・
２
級
の
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

③ 

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

■
事
業
内
容

タ
ク
シ
ー
乗
車
１
回
に
つ
き
、
利
用

券
１
枚
（
基
本
料
金
相
当
額
）
の
助
成

■
交
付
枚
数　

３
枚
／
月
（
申
請
日
が
属
す
る

月
か
ら
平
成
28
年
３
月
分
ま
で
）

※ 

１
年
間
分
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

紛
失
等
に
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
再
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
・
交
付
日
・
交
付
場
所

○
３
月
23
日
〜
31
日

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
国
分

寺
本
所
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）・
石

橋
支
所
（
き
ら
ら
館
内
）・
南
河

内
支
所
（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

○
４
月
１
日
以
降

　

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
国
分

寺
本
所
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）
の
み

※ 

社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
統
廃

合
の
準
備
を
進
め
て
い
る
た
め
。

※ 

４
月
１
日
以
降
の
申
請
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
持
参
す
る
も
の

印
鑑
・
障
害
者
手
帳
等
・
代
理

申
請
の
場
合
は
、
代
理
人
の
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）１
２
３
６

くらしの情報

■変更内容
○現在 ○平成27年4月～

対象区分 受給資格者
証の色

助成方法

➡
対象区分 受給資格

者証の色
助成方法

県内 県外 県内 県外

３歳未満 ピンク色
現物給付

償還払い

３歳未満
ピンク色 現物給付

償還払い３歳～未就学児 オレンジ色 ３歳～未就学児

小学生～中学生 ベージュ色 償還払い 小学生～中学生 ベージュ色 償還払い

広告
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くらしの情報

道
路
に
乗
り
入
れ
（
段
差

解
消
）
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を

設
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い

敷
地
と
道
路
の
段
差
を
解
消
す

る
た
め
、道
路
上
に
乗
り
入
れ（
段

差
解
消
）
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
板
な
ど

を
設
置
す
る
こ
と
は
、
道
路
法
に

違
反
す
る
た
め
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

設
置
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
に
よ

り
歩
行
者
や
自
転
車
・
バ
イ
ク
の

転
倒
事
故
が
発
生
す
る
危
険
性
が

あ
り
、
設
置
し
た
人
に
事
故
の
責

任
が
及
ぶ
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
雨
水
の
流
れ
を
止
め
、

冠
水
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

敷
地
と
道
路
の
段
差
を
解
消
し

た
い
場
合
は
、
道
路
工
事
施
工
承

認
申
請
に
よ
り
、
道
路
の
歩
道
部

分
や
縁
石
な
ど
の
切
り
下
げ
工
事

を
自
費
（
個
人
負
担
）
で
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

道
路
の
適
正
な
使
用
と
安
全
確

保
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課

☎（
48
）２
１
１
３

高
齢
者
の
方
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス

「
お
で
か
け
号
利
用
券
」
を

交
付
し
ま
す

市
で
は
、
電
車
・
バ
ス
等
の
交

通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難

な
高
齢
者
の
方
に
対
し
て
、
外
出

支
援
と
社
会
参
加
の
拡
大
を
図
る

た
め
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
お
で
か

け
号
利
用
券
」
を
交
付
し
て
い
ま

す
。平

成
27
年
度
分
の
利
用
券
を
次

の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。（
平
成

26
年
度
に
申
請
さ
れ
た
方
も
、
今

回
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

■
利
用
対
象
者

・ 

下
野
市
お
で
か
け
号
利
用
登
録

者
（
未
登
録
の
方
は
申
請
時

に
受
付
し
ま
す
。
）

・ 
平
成
28
年
３
月
31
日
に
お
い
て

満
80
歳
以
上
と
な
る
方

■
交
付
枚
数

利
用
者
１
人
に
対
し
利
用
券
10

枚
を
交
付
し
ま
す
。

※ 

乗
車
１
回
に
つ
き
利
用
券
１
枚

を
使
用
し
ま
す
。

■
有
効
期
限

交
付
し
た
日
か
ら
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で

※ 

１
年
間
利
用
で
き
る
「
お
で
か

け
号
利
用
券
」
の
交
付
は
年
１

回
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
場
所

・
高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
）

・
市
民
課
国
分
寺
窓
口

　
（
国
分
寺
庁
舎
１
階
）

・
市
民
課
石
橋
窓
口

　
（
石
橋
庁
舎
１
階
）

・
市
民
課
南
河
内
窓
口

　
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

■
申
請
方
法

印
鑑
、
下
野
市
お
で
か
け
号
登

録
証
、
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※ 

代
理
申
請
も
可
能
で
す
。
そ
の

際
は
、
代
理
者
の
印
鑑
も
あ
わ

せ
て
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
請
受
付
開
始

３
月
24
日
㈫
〜

※ 

利
用
開
始
は
４
月
１
日
か
ら
に

な
り
ま
す
。

■
利
用
券
の
交
付

申
請
内
容
を
審
査
し
た
後
、
郵

送
に
て
交
付
し
ま
す
。

※ 

４
月
以
降
、
平
成
26
年
度
の
利

用
券
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

シ
ル
バ
ー
大
学
校

南
河
内
地
区
同
窓
会

１
月
27
日
、
仁
良
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
シ
ル
バ
ー
大

学
校
南
河
内
地
区
同
窓
会
が
中
心

と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
員
も
加
入
し
て
い
る
「
ど
じ

ょ
う
掬
い
踊
り
愛
好
会
」
の
み
な

さ
ん
が
踊
り
を
披
露
し
た
り
、
ど

じ
ょ
う
掬
い
踊
り
体
験
や
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
に
よ
る
全
員
で
の
合
唱

と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り
は

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
に
開
催
さ

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
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「
と
ち
ぎ
笑
顔
つ
ぎ
つ
ぎ

カ
ー
ド
」の
お
知
ら
せ

栃
木
県
で
は
、
子
育
て
家
族
応

援
事
業
と
し
て
「
と
ち
ぎ
笑
顔
つ

ぎ
つ
ぎ
カ
ー
ド
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
が
、
同
様
の
事
業
を
実
施
し

て
い
る
近
県
（
福
島
県
、
茨
城
県
、

群
馬
県
、
埼
玉
県
、
新
潟
県
）
と

の
連
携
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

栃
木
県
内
に
お
住
ま
い
の
家
庭

で
も
、
利
用
対
象
と
な
る
世
帯
は

希
望
す
る
県
の
カ
ー
ド
を
申
し
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
県
の
カ
ー
ド
に
は
対
象
と
な

る
世
帯
の
条
件
と
有
効
期
限
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
３
月
31
日
で
有
効
期

限
切
れ
と
な
る
の
は
、
福
島
県
と

新
潟
県
の
カ
ー
ド
で
す
。
新
し
い

カ
ー
ド
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

（

http://w
w
w
.tochigi-m

irai.
jp/kosodate/kouiki/index.
htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人　

と
ち
ぎ
未
来

づ
く
り
財
団　

こ
ど
も
未
来
課

（
と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ
ブ
）

☎
0
2
8（
6
4
3
）1
0
0
6

就
学
援
助
費
受
給
申
請
の

受
付
を
し
ま
す

就
学
援
助
と
は
、
経
済
的
な
理

由
の
た
め
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て

学
用
品
費
の
一
部
や
給
食
費
な
ど

を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

■
対
象
者　

生
活
保
護
法
に
基
づ

く
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た

は
そ
れ
に
準
ず
る
程
度
に
生
活
が

困
窮
し
て
い
る
方

※ 

制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

☎（
52
）1
1
1
8

くらしの情報

見 本

♥認知症サポーター養成講座コーナー♥
市では、認知症サポーター養成講座を受講した企業等に、「認知症サポーターがいます！」ステッ
カーを配布し、掲示をお願いしています。現在、栃木銀行、ピノキオ薬局、さくら薬局にステッカー
が掲示してありますので、みなさん、ぜひ、ご覧ください。

■問い合わせ先　高齢福祉課　☎（52）１１１５

認知症サポーターがいる目印です

受講者には「オレンジリング」
が配られます。

「認知症サポーターがいます！」ステッカー

　平成26年12月末現在、当市の認知症サ
ポーター数は、1,947人です。認知症サ
ポーター養成講座の講師のキャラバンメ
イト38人を合わせると1,985人となりま
す。総人口に占める割合は、3.29％と県
内では低い状況ですが、少しずつ認知症
サポーター数が増えています。
○認知症サポーターとは
　認知症を理解し、認知症の方や家族を
見守る人です。養成講座受講希望の方は
お問い合わせください。
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動
開
催
の
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せ

平
成
26
年
度
下
野
市
市
民
活
動

補
助
事
業
・
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
啓
発
事
業
で
す
。

■
日
時　

３
月
16
日
㈪

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
内
容

○ 

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
ト
ラ

イ
！

Ａ
Ｅ
Ａ
Ｌ
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
井
口
ま
ど
か
さ
ん

に
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○ 

講
話
「
人
と
の
交
わ
り
の
中
で

変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
・
変

え
て
は
い
け
な
い
こ
と
」

保
育
士
、
保
護
司
と
し
て
活
動

し
て
き
た
倉
持
幸
子
さ
ん
に
経
験

し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
な
ど
を

伺
い
ま
す
。

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
申
込
締
切　

３
月
12
日
㈭

※ 

託
児
あ
り
（
託
児
の
申
し
込
み

は
３
月
８
日
㈰
ま
で
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

と
ち
ぎ
つ
ば
さ
の
会
下
野
支
部

山
口　

☎
・
（
53
）4
5
6
0

募　

集

下
野
市
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
委
員
を

公
募
し
ま
す

■
内
容

市
情
報
公
開
条
例
及
び
市
個
人

情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

非
公
開
決
定
等
へ
の
不
服
申
立
て

の
対
応
や
両
制
度
の
運
営
に
関
す

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議

す
る
。

■
任
期

３
年
（
平
成
27
年
６
月
５
日
〜

平
成
30
年
６
月
４
日
）

■
会
議
開
催
回
数

年
２
〜
３
回
程
度
（
予
定
）

■
報
酬

日
額
６
，０
０
０
円
（
た
だ
し
、

委
員
長
は
７
，０
０
０
円
）

■
応
募
資
格

① 

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
平
成

27
年
４
月
１
日
現
在
で
20
歳

以
上
の
方
。

② 

下
野
市
で
設
置
す
る
他
の
審
議

会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と
。

③ 

開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き

る
こ
と
。

④ 

下
野
市
議
会
議
員
及
び
下
野
市

の
職
員
で
な
い
こ
と
。

■
募
集
人
員　

１
名

■
応
募
方
法

応
募
用
紙
（
総
合
政
策
課
窓
口

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取

得
し
て
く
だ
さ
い
。）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
総
合
政
策
課

ま
で
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

■
応
募
締
切

３
月
30
日
㈪

※ 

郵
送
に
よ
る
場
合
は
当
日
消
印

有
効
。
窓
口
受
付
は
土
･
日
を

除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
。

■
選
考
結
果
等

市
の
定
め
る
委
員
選
任
指
針
等

に
基
づ
き
書
類
審
査
を
行
い
、
選

考
結
果
を
応
募
者
全
員
に
通
知
し

ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

－

0
4
9
2

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7　

　

下
野
市
役
所　

総
合
政
策
課　

　

☎（
40
）5
5
5
0　
　

　

（
40
）5
5
7
2

　

 
sougouseisaku@

city.
shim

otsuke.lg.jp

平
成
27
年
度
消
費
生
活

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

受
講
生
募
集

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
普
及
啓

発
が
で
き
る
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

地
域
に
お
い
て
、
今
後
、
消
費

者
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意

欲
の
あ
る
方
、
消
費
者
活
動
に
関

心
の
あ
る
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
期
間

５
月
か
ら
11
月
ま
で
の
12
日
間

■
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

栃
木
県
庁
本
館
会
議
室
（
宇
都

宮
市
塙
田
１

－

１

－

20
）

■
内
容　

消
費
生
活
に
関
す
る
基

礎
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
講
義
、

実
習
な
ど

■
受
講
料　
　

無
料

■
募
集
人
員　

若
干
名

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

■
申
込
締
切　

３
月
27
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課

☎（
40
）5
5
5
5

平
成
27
年
度
法
務
省

専
門
職
員（
人
間
科
学
）

募
集

心
理
学
等
の
専
門
性
を
発
揮
す

る
専
門
職
員
（
矯
正
心
理
専
門

職
）、
少
年
た
ち
を
更
生
に
導
く

専
門
職
員
（
法
務
教
官
）、
再
犯
・

再
非
行
の
防
止
と
社
会
復
帰
の
た

め
の
指
導
や
援
助
を
行
う
専
門
職

員
（
保
護
観
察
官
）
の
採
用
試
験

を
行
い
ま
す
。

■
受
験
資
格
等

　

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

http://w
w
w
.m
oj.go.jp/)

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
試
験
日　

６
月
７
日
㈰

■
申
込
期
間

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付

　

 

４
月
１
日
㈬
午
前
９
時
〜
13
日

㈪

　

※
受
信
有
効

・
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
受
付

　

４
月
１
日
㈬
〜
２
日
㈭

　

※
消
印
有
効

■ 

申
込
用
紙
請
求
・
問
い
合
わ
せ

先東
京
矯
正
管
区
職
員
課

☎
0
4
8（
6
0
0
）1
5
0
2

くらしの情報
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小
学
生
春
休
み
短
期

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す

小
学
生
の
皆
さ
ん
に
春
休
み
を

利
用
し
て
、
短
期
水
泳
教
室
を
開

講
し
ま
す
。
新
一
年
生
も
参
加
で

き
ま
す
。
今
か
ら
水
に
な
れ
夏
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

■
開
催
日
時　

３
月
25
日
㈬
・

　

26
日
㈭
、
４
月
１
日
㈬
・

　

２
日
㈭
の
４
回

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
40
分

■
募
集
定
員　

50
名

■
参
加
費　
　

２
，０
０
０
円

■
持
ち
物　

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
ゴ
ー

グ
ル（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館  

☎（
47
）1
1
2
6

平
成
27
年
度
ふ
れ

あ
い
館
水
泳
教
室

参
加
者
募
集

　

ふ
れ
あ
い
館
で
は
、
次
の
と
お

り
水
泳
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

　

随
時
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
月
会
費

月
会
費
に
は
、
プ
ー
ル
入
場
料

を
含
む

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）1
1
2
6

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

教室名 対象者 開催初日 開催曜日 時間 定員 月会費 コース

小学生水泳１－Ⅰ 小 学 生 ４月８日 水曜日 17：40～18：50 40 3,000円

週
１
回
コ
ー
ス
（
月
当
た
り
４
回
）
全
18
回

小学生水泳１－Ⅱ 小 学 生 ４月16日 木曜日 17：40～18：50 40 3,000円

小学生水泳１－Ⅲ 小 学 生 ４月11日 土曜日 11：30～12：40 40 3,000円

小 学 生 水 泳 ２ 小 学 生 ４月８日 水曜日 19：00～20：10 20 3,000円

ア ク ア ビ ク ス Ⅰ 成人男女 ４月８日 水曜日 11：30～12：40 20 3,000円

ア ク ア ビ ク ス Ⅱ 成人男女 ４月10日 金曜日 19：20～20：30 20 3,000円

水中ウォーキング 成人男女 ４月16日 木曜日 11：30～12：40 15 3,000円

成 人 水 泳 教 室 成人男女 ４月11日 土曜日 10：00～11：10 12 4,000円

成人初心者水泳教室 成 人
初 心 者 ４月16日 木曜日 19：00～20：10 12 4,000円

女 性 初 心 者
水 泳 教 室 Ⅰ

成人女性
初 心 者 ４月８日 水曜日 10：00～11：10 25 4,000円

女 性 初 心 者
水 泳 教 室 Ⅱ

成人女性
初 心 者 ４月16日 木曜日 10：00～11：10 25 4,000円

初めての水泳教室Ａ 小 学 生 ４月14日 火曜日 17：40～18：50 25 3,000円

初めての水泳教室Ｂ 小 学 生 ４月11日 土曜日 13：30～14：40 25 3,000円

※教室の期間は４月から10月までですが、８月はお休みです。

市
制
施
行
10
周
年
記
念
市
民
提
案
事
業 

を
募
集
！

下
野
市
市
民
活
動
補
助
事
業

市
制
施
行
10
周
年
記
念

市
民
提
案
事
業

■
対
象
事
業　

平
成
28
年
１
月
10

日
に
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
市
の
魅
力
を
効
果
的

に
発
信
す
る
取
組
や
郷
土
へ
の
愛

着
心
を
高
め
ら
れ
る
取
組
み
で
、

市
民
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
、
平

成
27
年
度
中
に
実
施
す
る
事
業
。

（
既
に
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る

事
業
は
除
く
）。

■
対
象
団
体　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
団
体

⑴ 

活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、
構

成
員
の
過
半
数
が
市
内
に
在
住
、

在
勤
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
。

⑵ 

市
内
に
事
務
所
等
を
有
す
る
企

業
。

■
補
助
金
額

　

最
大
補
助
金
額
30
万
円

下
野
市
市
民
活
動
補
助
事
業

■
対
象
事
業　

市
内
で
実
施
さ
れ
、

地
域
・
社
会
の
た
め
に
行
う
活
動

に
関
す
る
事
業
で
、
新
た
に
ス
タ

ー
ト
す
る
も
の
。

■
対
象
団
体　

次
の
全
て
に
該

当
す
る
団
体
。

⑴
公
益
活
動
を
目
的
と
す
る
。

⑵
市
内
で
活
動
実
績
が
あ
る
。 

⑶ 

５
人
以
上
で
組
織
さ
れ
て
い
る

も
の
。

■
補
助
金
額　

最
大
補
助
金
額

10
万
円
（
申
請
１
年
目
）

【
共
通
項
目
】

■
申
請
・
選
考
方
法

　

3
月
31
日
㈫
ま
で
に
総
合
政
策

課
の
窓
口
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
メ
ー
ル
・
郵
送
・
フ
ァ

ッ
ク
ス
等
は
不
可
）
提
出
書
類
の

様
式
等
は
、
総
合
政
策
課
窓
口
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま

す
。

　

申
請
団
体
は
、
選
考
会
（
４
月

18
日
㈯
午
前
９
時
〜
）
で
事
業
内

容
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
要
項

を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

補
助
金
は
、
３
月
の
議
会
に
お

い
て
予
算
が
承
認
さ
れ
た
場

合
に
交
付
と
な
り
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

4

5
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イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職

くらしの情報

下
野
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
委
員
を
募
集
し
ま
す

■
会
議
の
内
容

・ 

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
に
関
す
る
こ
と
。

・ 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す

る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
推
進
、
施
策
の
実
施
状

況
に
関
す
る
こ
と
。

・ 

保
育
施
設
の
定
員
等
に
関
す
る

こ
と
。

■
任
期

委
嘱
の
日
〜
平
成
29
年
３
月
31

日■
会
議
開
催
回
数

年
２
、３
回
程
度

■
報
酬

日
額
６
，０
０
０
円
（
委
員
長

は
７
，０
０
０
円
）

■
応
募
資
格

① 

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
原
則

と
し
て
20
歳
以
上
の
方

② 

原
則
と
し
て
、
下
野
市
で
設
置

す
る
他
の
審
議
会
等
の
委
員

で
な
い
方

③ 

平
日
昼
間
開
催
さ
れ
る
会
議
に

出
席
で
き
る
方

④ 

下
野
市
議
会
議
員
及
び
下
野
市

の
職
員
で
な
い
方

■
募
集
人
数　

３
名

■
応
募
方
法

こ
ど
も
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

こ
ど
も
福
祉
課
ま
で
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
用

紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

３
月
９
日
㈪
〜
27
日
㈮

午
後
５
時
15
分
（
必
着
）

※ 
郵
送
に
よ
る
場
合
は
当
日
消
印

有
効
、
窓
口
受
付
は
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

■
選
考
結
果

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
結
果

は
ご
本
人
あ
て
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9

－
0
5
9
4

　

下
野
市
石
橋
５
５
２ 

番
地
４

　

下
野
市
こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）1
1
1
4

　

（
52
）1
1
3
7

　

 
kodom

ofukushi@
city.

shim
otsuke.lg.jp

下
野
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

の
委
員
を
公
募
し
ま
す

■
内
容

市
内
３
か
所
に
あ
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
、

必
要
な
事
項
の
調
査
・
協
議
を
行

い
ま
す
。

■
任
期

３
年

委
嘱
の
日
〜
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で

■
会
議
開
催
回
数

年
２
回
程
度

■
報
酬

日
額
３
，０
０
０
円
（
委
員
長

は
４
，０
０
０
円
）

■
応
募
資
格

① 
下
野
市
に
住
所
を
有
す
る
介
護

保
険
被
保
険
者

② 

下
野
市
で
設
置
す
る
他
の
審
議

会
等
の
委
員
で
な
い
方

③ 

平
日
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席

で
き
る
方

④ 

任
期
中
継
続
で
き
る
方

⑤ 

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議

員
及
び
職
員
で
な
い
方

■
募
集
人
数　

４
名

■
応
募
方
法

高
齢
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
高

齢
福
祉
課
ま
で
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
用
紙
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
期
限

３
月
25
日
㈬
午
後
５
時
15
分
ま

で
（
必
着
）

※ 

た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は

当
日
消
印
有
効
、
高
齢
福
祉
課

窓
口
受
付
は
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

■
選
考
結
果

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
結
果

は
ご
本
人
あ
て
通
知
し
ま
す
。

■
そ
の
他

当
委
員
会
は
、
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
委
員
も
兼
務

し
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
所
の
指
定
、
指
導
等
の
協
議

を
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

－

０
５
０
２

下
野
市
下
古
山
１
２
２
０
番
地

下
野
市
高
齢
福
祉
課

（
き
ら
ら
館
内
）

☎（
52
）１
１
１
５

（
52
）３
７
１
２

　
 
koureifukushi@

city.
shim

otsuke.lg.jp

し
も
つ
け
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
体
験

レ
ッ
ス
ン
募
集

楽
器
は
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。

下
野
市
合
併
の
年
に
立
ち
上
が

っ
た
公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル
で
す
。

国
内
外
で
交
流
演
奏
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

■
体
験
日
時

　

４
月
11
・
18
・
25
日

　

５
月
２
・
16
・
23
・
30
日

　

６
月
６
・
13
・
20
日

（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
15
分

■
場
所

　

南
河
内
公
民
館

■
受
講
料
（
教
材
・
松
脂
含
む
）

　

10
回
で
１
０
，０
０
０
円

■
定
員

　

先
着
20
名

■
対
象

　

未
就
学
児
〜
高
校
生

■
指
導
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

日
本
少
年
少
女

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
協
会　

専
務
理

事
・
音
楽
監
督　

南　

伸
一
先
生

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

落
合
☎（
39
）６
０
２
７

　

shim
otsuke.jr.orchestra@

gm
ail.com
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

地
元
の
食
材
を
加
工
し
て

販
売
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

南
河
内
農
産
物
加
工
組
合
で
は
、

地
元
食
材
を
利
用
し
た
加
工
品
の

販
売
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
採
用
要
件

・ 

普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の

方
（
配
達
業
務
が
あ
り
ま
す
）

・
年
齢
65
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方

・
明
る
く
・
健
康
な
方

■
問
い
合
わ
せ
先

南
河
内
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

代
表　

横
島　

真
澄

☎（
48
）2
5
1
1

下
野
市
農
政
課

☎（
48
）2
1
4
3

生
活
保
護
受
給
者
の

就
労
を
支
援
す
る「
就
労

支
援
員
」募
集

■
応
募
資
格

普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の

方■
募
集
人
員　

１
名

■
採
用
時
期

平
成
27
年
４
月
か
ら
１
年
間

（
更
新
有
）

■
賃
金
等

・
時
給
：
８
０
０
円
〜

・
経
験
者
優
遇

■
勤
務
日
・
時
間
等

・
月
10
日
程
度

・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
受
給
者
を
訪
問
し
面
接
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　

３
月
27
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）1
1
1
2

相　

談

行
政
書
士
無
料

専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
の
書
類
や
手
続
に
関

す
る
こ
と
。
ま
た
、
成
年
後
見
、

離
婚
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
。

■
日
時　

３
月
26
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

４
名
（
要
事
前
予
約
）

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

高
山　

久　

☎（
53
）１
６
７
２

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時　

３
月
25
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間
（
予
約
制
）

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
先

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）６
３
１
２

■
問
い
合
わ
せ
先

○
栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

監
事　

小
杉
孝
一

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）６
３
１
２

○
栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

支
部
長　

飯
島
陽
子

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所　

☎（
44
）４
９
１
７

多
重
債
務
者
等
の

無
料
相
談
会

■
内
容

司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相
談
、

保
健
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談

■
日
時

３
月
17
日
㈫

午
後
１
時
〜
３
時

■
場
所

栃
木
県
庁
小
山
庁
舎
３
階
相
談

室
（
小
山
市
犬
塚
３

－

１

－

１
）

■
定
員

４
名
（
予
約
者
優
先
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
健
康
支
援
課

☎（
22
）６
１
９
２

就　

職

大
卒
等
合
同

企
業
説
明
会

■
開
催
日
時

３
月
18
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時

受
付
：
午
後
０
時
10
分
〜

■
場
所

小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
小
山
市
神
鳥
谷
２
０
２
）

■
参
加
予
定
企
業
数

40
社
（
予
定
）

■
参
加
対
象
者

平
成
28
年
３
月
大
学
院
・
大
学
・

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
卒
業

予
定
者
及
び
大
学
等
卒
業
後
３
年

以
内
の
方
。

■
問
い
合
わ
せ
先

小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎（
37
）７
１
２
７

公
共
職
業
訓
練
生
募
集

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を

さ
れ
た
方
を
対
象
に
職
業
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

■
訓
練
内
容

介
護
福
祉
士
科
（
２
年
コ
ー
ス：

介
護
福
祉
士
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

■
訓
練
実
施
場
所

中
央
福
祉
医
療
専
門
学
校
（
小

山
市
）

■
受
講
対
象
者

３
月
４
日
ま
で
に
公
共
職
業
安

定
所
長
の
受
講
あ
っ
せ
ん
が
受
け

ら
れ
る
方
。（
あ
っ
せ
ん
に
は
公

共
職
業
安
定
所
で
の
相
談
が
必
要

で
す
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

☎
0
2
8
4（
91
）0
8
0
3
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一
般
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
は
、

市
区
町
村
に
許
可
を
受
け
た
事
業

者
し
か
行
え
ま
せ
ん
。
安
易
に
廃

品
回
収
業
者
に
処
分
を
依
頼
す
る

こ
と
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な

り
や
す
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
や
不
用
品
な
ど
は
、

市
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
処
分
し
ま

し
ょ
う
。
粗
大
ご
み
と
し
て
出
せ

な
い
家
電
製
品
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
処
分
方
法
に
つ
い
て
は
、
環
境

課
（
☎
40

－

5
5
5
9
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

廃
品
回
収
業
者
と
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
な
ど
困
っ
た
時
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
 （

土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）

　
 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
）

※ 

土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

増
や
そ
う
イ
ク
ボ
ス

　

育
児
に
積
極
的
に
参
加
す
る

「
イ
ク
メ
ン
」、
今
で
は
す
っ
か
り

馴
染
み
の
あ
る
言
葉
に
な
り
ま

し
た
。
で
は
、「
イ
ク
ボ
ス
」
と

い
う
言
葉
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

仕
事
と
生
活
の
両
立
の
た
め
に

は
、
上
司
の
理
解
は
必
要
不
可

欠
と
い
え
ま
す
。
部
下
の
働
き

方
に
理
解
が
あ
り
、
な
お
か
つ

業
績
も
出
す
。
そ
ん
な
デ
キ
る

上
司
（
男
女
問
わ
ず
）
を
「
イ

ク
ボ
ス
」
と
呼
び
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
を

設
け
た
り
、
有
給
休
暇
の
取
得

を
推
進
す
る
な
ど
、
仕
事
と
生

活
の
調
和
を
図
れ
る
よ
う
な
職

場
づ
く
り
に
積
極
的
な
上
司
が

イ
ク
ボ
ス
で
す
。

　

ま
た
、
育
児
や
介
護
休
暇
取

得
に
理
解
の
あ
る
イ
ク
ボ
ス
が
増

え
る
こ
と
に
よ
り
、
出
生
率
の

増
加
や
介
護
を
理
由
に
し
た
離

職
の
減
少
に
繋
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
企
業
側
も
、
社
員

の
福
利
厚
生
が
充
実
す
る
こ
と

に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
の
流
出

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
た
め
、

上
司
と
部
下
が
今
ま
で
以
上
に

協
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

　

国
分
寺
地
区
の
天
平
の
丘
公

園
。
毎
年
花
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
で
す
。

奈
良
時
代
に
全
国
に
建
て
ら
れ

た
国
分
僧
寺
・
尼
寺
が
建
て
ら

れ
、
天
平
文
化
が
栄
え
た
場
所

で
あ
り
、
政
治
・
文
化
の
中
心

地
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
か
ら

様
々
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
下
野
国
分
寺
跡
は

東
西
4
1
3
ｍ
、
南
北
4
5
7

ｍ
に
な
る
こ
と
や
、
金
堂
や
塔

等
の
主
要
な
建
物
の
規
模
な
ど

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

塔
は
回
廊
の
外
側
東
方
に
置
か

れ
、
基
壇
の
規
模
か
ら
七
重
塔

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
建
物
が
平
屋

だ
っ
た
こ
と
を
想
像
す
る
と
、

か
な
り
遠
方
か
ら
も
目
立
っ
た

建
物
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
下
野
国
分
尼
寺
は

下
野
国
分
寺
跡
か
ら
東
方
約

６
０
０
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
規
模
は
東
西
約
1
4
5
ｍ
、

南
北
約
2
7
0
ｍ
で
、
そ
の
東

側
に
南
北
約
2
1
1
ｍ
、
東
西

約
52
ｍ
の
張
り
出
し
部
分
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

両
方
と
も
建
物
の
配
置
等
は

東
大
寺
式
で
す
が
、
尼
寺
に
は

塔
が
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
は
っ
き
り
し
た
こ

と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
施
設
は

改
修
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
11

〜
12
世
紀
ご
ろ
ま
で
使
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。 再

発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
て
」で
す

廃
品
回
収
を
依
頼
し

た
ら
高
額
な
請
求
を

さ
れ
た

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 51ページ

下野薬師寺復元回廊▶

まちがいさがし

わかるかな？

男
女
共
同
参
画
社
会

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
２
階

生
活
安
全
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
8 9 10 11 12 13 14
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
15 16 17 18 19 20 21
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
22 23 24 25 26 27 28
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
29 30 31
④⑥ ①⑤ ②⑥

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月～土曜日：午後６時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時～翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

10日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3)

17日㈫ 小金井駅東口
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
18日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
３月３・10・17日、４月７・14日

　（いずれも火曜日）
児童母子相談 3月24日㈫
法律相談 4月9日㈭
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
3月2・9・16日､ 4月6・13日

（いずれも月曜日）
児童母子相談 3月23日㈪
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
３月６・13・20日、４月３・10日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　3月27日㈮
法律相談 3月12日㈭
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

3
月
天平公園 下野市シルバー人材センター

花広場 小山北ロータリークラブ

4
月
天平公園

４月の清掃はありません
花広場

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　3月31日㈫
国民年金保険料 2月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 1 4 ､ 2 8 日㈯

場所 14日：南河内児童館
28日：ゆうゆう館

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

3⽉
March
弥⽣
やよい

きらら館は
トレーニング室



6

2
3
4

市役所の組織が変わります
教えて！ 自治基本条例
栃木県議会議員選挙 ４月12日㈰
6
8
10

成人おめでとうございます
Shimotsuke-City Topics　まちの話題
育児ママリフレッシュ利用券が新しい制度に対象を３歳未満まで拡大！

12 新地方公会計制度による
平成25年度財務諸表を作成しました

14 春は就職・進学・転勤の季節です
届出をお忘れなく

15

16

国保＆年金
こんなときにはこんな手続きを！
区画整理事業地内の宅地公売

18
19
20

税のお知らせ
国民年金だより
第９回下野市教育のつどいを盛大に開催しました

21
22
23

グリム絵画展・童話賞贈呈式が行われました
保健便り
自治医科大学附属病院　連携協働コラム

24
26
27
語学講座のご案内
Let’s SPORTS

32
34
35
図書館Library Information
読書人

36
37
52

新・下野市風土記
くらしの情報
国際交流員マシアスのコラム

今月
の

表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
中
央
梁
の
太
さ　

②
右
屋
根
下
の
吊
束（
短
い
柱
）が
な
い　

③
右
奥
が
壁
に
な
っ
て
い
る

今月の何の日

３
月
27
日

さ
く
ら
の
日

　
「
桜
前
線
が
下
野
市
ま
で
来
て
い
ま
す
。」

　

公
益
財
団
法
人
「
日
本
さ
く
ら
の
会
」
が

平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
に
、
日
本
の
自
然

や
文
化
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
定
め

ま
し
た
。

　

天
平
の
丘
公
園
の
さ
く
ら
を
楽
し
み

に
、
毎
年
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ

う
に
、
日
本
人
に
と
っ
て
昔
か
ら
愛
さ
れ
親

し
ま
れ
て
い
る
花
で
す
。
さ
く
ら
は
主
に
北

半
球
の
温
帯
に
広
く
分
布
し
、
品
種
も
多
く
、

日
本
に
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ

な
ど
９
種
を
基
本
に
、
変
種
を
あ
わ
せ
る
と

１
０
０
以
上
の
さ
く
ら
が
自
生
し
て
お
り
、

園
芸
品
種
は
２
０
０
以
上
あ
り
ま
す
。

　
「
桜
前
線
」
は
各
地
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開

花
・
満
開
予
測
を
線
で
結
ん
だ
も
の
が
、
天

気
図
の
前
線
と
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
基
準
と
な
る
標
本
木
の
花
が
５
、

６
輪
咲
く
と
「
開
花
」、
８
割
以
上
咲
く
と

「
満
開
」
と
な
り
ま
す
。
日
本
で
は
１
月
下
旬
、

南
の
沖
縄
を
皮
切
り
に
、
約
５
か
月
に
わ
た

り
日
本
を
縦
断
し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
天
平
の
丘
公
園
に
は
日
本
五

大
桜
の
う
ち
、
三
春
の
滝
桜
、
山
高
神
代
桜
、

根
尾
谷
の
淡
墨
桜
の
３
種
の
苗
木
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
花
ま
つ
り
で
ぜ
ひ
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

参
考
資
料
：
益
財
団
法
人
「
日
本
さ
く
ら
の
会
」

http://w
w
w
.sakuranokai.or.jp/

道の駅しもつけで開催され、毎回大人気の「食のオープ
ンスクール」。
バレンタインデー前日のこの日は、「甘辛バレンタイン」
をテーマに和風ビビンバ、コーンスープ、ブラウニーを
作りました。
甘いブラウニーにごぼうを入れるという珍しいレシピに
は、受講者の皆さんも驚いていました。

成人おめでとうございます
新たな門出を祝いました祝

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.3
51



■人口と世帯（2月 1日現在）
　　人口／ 60,221 人（-14）、男性／ 29,967 人（+2）、女性／ 30,254 人（-16）、世帯数／ 22,583 世帯（+16）

国際交流

　

先
月
、
友
好
都
市
や
競
争
都
市
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
同
じ

よ
う
に
必
ず
パ
ー
ト
ナ
ー
国
ま
た
は
ラ

イ
バ
ル
国
が
あ
り
ま
す
。
私
の
出
身
で

あ
る
ド
イ
ツ
と
そ
の
隣
の
国
フ
ラ
ン
ス

は
、
約
二
百
年
も
の
間
、
ラ
イ
バ
ル
ど

こ
ろ
か
敵
同
士
で
し
た
。
か
つ
て
強
大

で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
に
対
抗
す
る
た
め
、

小
さ
な
国
々
が
連
合
し
て
生
ま
れ
た
の

が
ド
イ
ツ
で
す
。
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か

ら
も
、
い
か
に
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
が

敵
対
意
識
を
持
っ
て
い
た
か
が
わ
か
り

ま
す
。
し
か
し
、
１
９
９
３
年
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
数
多
く
の
国
々
の
間
で
、
平

和
と
協
力
の
た
め
に
Ｅ
Ｕ
（
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
連
合
）
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
お
か
げ

で
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
間
に
深
い
友

情
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
日
の
Ｅ
Ｕ
は
28
か
国
と
い
う
多
く

の
国
で
構
成
さ
れ
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で

相
互
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
協
力
す
る

意
志
が
結
束
を
強
め
、
そ
し
て
お
互
い

の
信
頼
に
結
び
付
い
て
い
ま
す
。
特
に
、

フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
間
の
友
情
は
、

国
家
間
の
連
携
・
協
力
の
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

最
大
の
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ

は
、
平
和
と
安
定
の
た
め
に
過
去
の
敵

対
行
為
を
克
服
し
、
持
続
可
能
な
未
来

の
た
め
に
共
に
協
力
し
始
め
ま
し
た
。

お
互
い
に
と
っ
て
よ
り
良
い
社
会
を
創

る
た
め
に
、
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成

は
と
て
も
大
切
で
す
。
そ
れ
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
独
仏
青
年
局

で
あ
り
、
相
互
の
青
少
年
の
交
流
を
促

進
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
ド
イ
ツ
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
が

高
校
の
第
二
外
国
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
が
通
っ
て
い
た
高
校
も
フ
ラ
ン
ス
語

が
必
須
科
目
で
し
た
。

　

そ
の
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
間
の
青

年
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
功
が
、
他
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
協
力
の
発
展
に
繋

が
り
ま
し
た
。
１
９
９
８
年
の
仏
独
金

融
経
済
審
議
会
の
設
立
に
よ
る
仏
独
間

の
経
済
協
力
の
強
化
が
一
つ
の
例
と
し

て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
Ｅ

Ｕ
の
拡
大
と
並
行
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
と

ド
イ
ツ
か
ら
広
が
っ
た
協
力
の
輪
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
及
ん
で
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
連
携
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
連
合
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
の
平
和
の
象
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
第
6
回

「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

「
イ
ー
ス
タ
ー
が
知
り
た
い
！
人
気
の

イ
ー
ス
タ
ー
・
エ
ッ
グ
・
イ
ベ
ン
ト
」

　

イ
ー
ス
タ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
教
最
大
の

お
祭
り
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
でO

stern

（
オ
ー
ス
タ
ー
ン
）
と
言
わ
れ
ま
す
。
イ
ー

ス
タ
ー
に
関
す
る
最
も
有
名
な
習
慣
に

イ
ー
ス
タ
ー
・
エ
ッ
グ
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
復
活
祭
の
時
に
、
殻
に
鮮
や
か

な
色
を
塗
り
、
美
し
い
包
装
を
し
た
ゆ
で

卵
な
ど
を
出
す
習
慣
で
す
。
ゆ
で
卵
の
他

に
、生
卵
の
中
身
を
出
し
た
殻
も
使
い
ま
す
。

絵
の
具
で
染
め
て
、
糸
を
付
け
て
家
の
中

に
飾
り
ま
す
。

　

３
月
８
日
の
下
野
薬
師
寺
跡
史
跡
ま
つ

り
の
会
場
で
、
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
を
作

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
み
ん
な
で

作
り
ま
し
ょ
う
！
教
え
る
の
は
私
、
国
際

交
流
員
の
マ
シ
ア
ス
で
す
。
お
子
さ
ん
は

は
も
ち
ろ
ん
大
人
の
方
も
大
歓
迎
で
す

よ
！

■
日
時　

3
月
8
日
㈰

　

午
前
9
時
30
分
〜
（
雨
天
中
止
）

■
場
所　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

　

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場

　
（
下
野
市
薬
師
寺
１
６
３
６
番
地
）

■
定
員　

な
し

■
参
加
料　

無
料
（
卵
は
１
人
2
個
ま
で
）

※
卵
の
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
役
所
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

○
史
跡
ま
つ
り
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
課　

☎（
52
）１
１
２
０

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
第
5
回

「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

フ
ラ
ン
ス
料
理
教
室

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ド
イ
ツ
の
隣

の
国
、フ
ラ
ン
ス
の
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
や
っ
ぱ
り
フ
ラ
ン
ス
料
理
は
お

し
ゃ
れ
だ
と
思
い
ま
す
よ
ね
。
幸
運
な
こ

と
に
栃
木
県
に
は
素
晴
ら
し
い
フ
ラ
ン
ス

料
理
の
先
生
が
住
ん
で
い
ま
す
。
私
と
同

じ
国
際
交
流
員
で
、
那
須
塩
原
市
で
働
い

て
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
リ
ス
・
パ
ッ
キ
ェ

さ
ん
で
す
。今
回
は
ア
リ
ス
さ
ん
と
一
緒
に
、

フ
ラ
ン
ス
の
定
番
料
理
で
あ
る
キ
ッ
シ
ュ

と
、
ブ
フ
・
フ
ブ
ル
ギ
ニ
ョ
ン
と
い
う
牛

肉
の
赤
ワ
イ
ン
煮
を
作
り
ま
す
。

　

こ
の
料
理
教
室
で
、
誰
も
が
美
味
し
い

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
作
れ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
よ
！

■
日
時　

3
月
7
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
頃

■
場
所　

き
ら
ら
館　

調
理
室

　
（
下
野
市
下
古
山
１
２
２
０
）

■
定
員　

20
名

■
参
加
費

　

国
際
交
流
協
会
会
員　

１
，
２
０
０
円

　

一
般　
　
　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
円

※
小
学
生
以
下
は
そ
れ
ぞ
れ
半
額
で
す
が
、

保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
の

タ
ッ
パ
ー

■
申
込
期
間

　

3
月
6
日
㈮
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
役
所
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

　

 sia.shim
otsuke@

gm
ail.com

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
友
情

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]

 
■
発
行
／
下
野
市
役
所
　
■
編
集
／
総
合
政
策
課
 

■
U
RL:http://w

w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp

平
成
27年

3月
号
 
■
〒
329-0492 栃

木
県
下
野
市
小
金
井
1127番

地
　
■
TEL:0285-40-5550

／
FAX:0285-40-5572 

■
E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp

広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（40）5550情報広報グループまで
ご連絡ください。

携帯電話
市ホームページ

PC・スマホ
市ホームページ

TAKE FREE


	

